
〈
今

月
の

表
紙

〉
　
今
月
の
表
紙
は
、「
第
74回

昭
和

町
成
人
式
」で
の
一
枚
で
す
。今
年
の

成
人
式
に
は
169名

の
新
成
人
が
出

席
し
、成
人
の
門
出
を
祝
い
ま
し
た
。

（
関
連
記
事
：
11頁

）
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P24

人
　

口
	20,660

人
[747] (－27 [－16])

　
男

	
10,370

人
[322] (－  7 [±  0])

　
女

	
10,290

人
[425] (－20 [－16])

世
帯

数
	

9,033
戸

[355] (－15 [－  6])

ま
ち

の
動

き
1

月
1

日
現

在
（

前
月

比
）

※
内
、
[　
]は
外
国
人
数

※
平
成
24
年
7
月
9
日

か
ら
人
口
・
世
帯
数
は

外
国
人
住
民
を
含
ん
だ
数

町
の

鳥
：

ひ
ば

り
 町

の
花

：
れ

ん
げ

 町
の

木
：

お
と

め
椿

2
0

2
1

N
o.520

　
令

和
３

年
２

月
1

日
発

行

２
月

号
青

空
と

緑
と

産
業

の
町

２
月

号



　

・	

町
外
に
居
住
す
る
方
の

　
　

扶
養
親
族
に
な
っ
て
い
る
方

◦	

国
民
健
康
保
険
・
後
期
高
齢
者
医
療
制
度

に
よ
る
保
険
料
の
軽
減

◦	

医
療
保
険
で
の
自
己
負
担
額
の
軽
減
、
高

額
医
療
費
の
限
度
額
、
入
院
時
食
事
負
担

額
の
判
定

◦	

介
護
保
険
の
各
種
減
額
証
の
交
付

◦	

高
額
介
護
サ
ー
ビ
ス
費
の
負
担
上
限
額
の

判
定

　

社
会
保
険
料
や
生
命
保
険
料
、地
震
保
険
料

な
ど
の
所
得
控
除
を
受
け
る
申
告
を
す
る
と
、

翌
年
度
に
課
税
さ
れ
る
町
県
民
税
が
少
な
く

な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

な
お
、公
的
年
金
等
の
収
入
額
が
4
0
0
万

円
未
満
で
あ
り
、か
つ
そ
の
他
の
所
得
金
額
が

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
）

※
医
療
保
険
者
か
ら
交
付
を
受
け
た
医
療
費

通
知
を
添
付
す
る
と
明
細
の
記
入
を
省
略

で
き
ま
す
。（
医
療
費
通
知
と
は
、健
康
保

険
組
合
等
が
発
行
す
る「
医
療
費
の
お
知
ら

せ
」等
で
す
）

①	

営
業
や
農
業
な
ど
の
事
業
所
得
が
あ
る
方

②	

地
代
や
家
賃
収
入
な
ど
の
不
動
産
所
得
が

あ
る
方

③	

給
与
所
得
者
で
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す

る
方

・	

令
和
2
年
中
の
給
与
の
収
入
金
額
が

2
0
0
0
万
円
を
超
え
る
方

・	

１
カ
所
か
ら
給
与
の
支
払
い
を
受
け
て

い
る
方
で
、給
与
所
得
や
退
職
所
得
以

外
の
各
種
所
得
金
額
の
合
計
額
が
20
万

円
を
超
え
る
方

20
万
円
未
満
の
方
は
、「
確
定
申
告
」の
必
要

は
あ
り
ま
せ
ん
が
、こ
れ
ら
の
控
除
を
受
け

る
た
め
に
は「
住
民
税
の
申
告
」が
必
要
で
す
。

　

所
得
税
の
住
宅
ロ
ー
ン
控
除
を
受
け
た
方

で
、所
得
税
で
控
除
し
き
れ
な
か
っ
た
金
額
が

あ
る
場
合
は
、翌
年
度
の
住
民
税
で
住
宅
ロ
ー

ン
控
除
の
適
用
を
受
け
ら
れ
ま
す
。

　

こ
の
場
合
、町
が
控
除
額
の
計
算
を
行
う
た

め
、「
住
民
税
の
申
告
」の
必
要
は
あ
り
ま
せ

ん
。た
だ
し
、所
得
税
の
確
定
申
告
を
さ
れ
る

方
は
、申
告
書
の「
特
例
適
用
条
文
」の
欄
に
必

ず
居
住
年
月
日
を
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

　

平
成
29
年
分
の
確
定
申
告
か
ら
、領
収
書
の

提
出
の
代
わ
り
に「
医
療
費
控
除
の
明
細
書
」

の
添
付
が
必
要
と
な
り
ま
し
た
。（
領
収
書
の

提
出
は
不
要
と
な
り
ま
し
た
）

※
医
療
費
の
領
収
書
は
自
宅
で
５
年
間
保
存

す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。（
税
務
署
か
ら
求

め
ら
れ
た
と
き
は
提
示
ま
た
は
提
出
し
な

①	

令
和
3
年
1
月
１
日
現
在
、
町
内
に
住
ん

で
い
る
方

※
「
税
務
署
に
所
得
税
の
確
定
申
告
書
を
提

出
す
る
方
」、「
年
末
調
整
が
済
ん
で
い
る

給
与
所
得
者
ま
た
は
年
金
収
入
の
み
の
方

で
支
払
者
か
ら
役
場
へ
給
与
支
払
報
告
書

が
提
出
さ
れ
て
い
る
方
」
は
、
住
民
税
の

申
告
は
不
要
で
す
。

②	

令
和
2
年
中
に
所
得
が
な
く
て
も
次
の
い

ず
れ
か
に
該
当
す
る
方

　

・	

国
民
健
康
保
険
に
加
入
の
方

　

・	

介
護
保
険
の
第
１
号
被
保
険
者

　

・	

後
期
高
齢
者
医
療
の
被
保
険
者

　

・	

所
得
証
明
、
課
税
（
非
課
税
）
証
明
等

を
必
要
と
す
る
方

　

・	

誰
の
扶
養
に
も
な
っ
て
い
な
い
方

町では、2月16日（火）から3月15日（月）までの間、税の申告相談を行います。

税
の
申
告
の

 
お
知
ら
せ

申
告
期
間
が
間
近
と
な
り
ま
し
た
が

申
告
の
準
備
は
お
済
み
で
す
か
？

※土・日・祝日は、2月28日（日）の午前中のみ開催します（地区の限定はありません）

受付時間　午前9時～ 11時30分 ／ 午後1時～ 4時
　　　　　※平日のみ

相談場所　役場庁舎裏　別棟2階会議室

地区別申告相談日

相 談 日 対象地区

2月16日	(火)	～ 	 22日(月)  西条一区 ・ 西条二区 ・ 清水新居

2月24日	(水)	～	３月2日(火)  西条新田 ・ 押越 ・ 河東中島

3月  3日	(水)	～   	9日(火)  紙漉阿原 ・ 築地新居 ・ 飯喰 ・ 河西

3月10日	(水)	～ 	 15日(月)  上河東 ・ 上河東二区

町
で
は
前
年
の
収
入
状
況
を
も
と
に
、
町
民
税
の
申
告
が
必
要
と
思
わ
れ
る
方
に

申
告
書
を
お
送
り
し
て
い
ま
す
。
申
告
書
が
届
か
な
い
場
合
で
も
申
告
は
で
き
ま

す
の
で
、
ご
自
分
の
収
入
を
確
認
し
、
早
め
に
申
告
を
済
ま
せ
ま
し
ょ
う
！

問
い
合
わ
せ　
役
場
税
務
課（
☎
２
７
５
‐
８
２
６
５
）　
甲
府
税
務
署（
☎
２
５
４
‐
６
１
０
５
）

・	

２
カ
所
以
上
か
ら
給
与
の
支
払
い
を
受

け
て
い
る
方
で
、年
末
調
整
を
さ
れ
な

か
っ
た
給
与
等
の
収
入
金
額
と
給
与
所

得
以
外
の
各
種
所
得
金
額
の
合
計
額
が

20
万
円
を
超
え
る
方

④	

医
療
費
控
除
を
受
け
よ
う
と
す
る
方

⑤	

保
険
の
満
期
返
戻
金
な
ど
の
一
時
所
得
の

あ
る
方

⑥	

令
和
2
年
中
の
各
種
所
得
金
額
の
合
計
額

か
ら
、基
礎
控
除
な
ど
の
所
得
控
除
を
差

し
引
き
、そ
の
金
額
に
基
づ
い
て
計
算
し

た
税
額
が
配
当
控
除
額
を
超
え
る
方

⑦	

寄
付
金
控
除
を
受
け
よ
う
と
す
る
方

※
ふ
る
さ
と
納
税
の
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
特
例
を
選
択

し
た
方
が
確
定
申
告
す
る
場
合
、ワ
ン
ス
ト
ッ

プ
特
例
の
適
用
が
無
く
な
り
ま
す
。

 　
土
地
・
建
物
や
株
式
な
ど
の
資
産
を
譲
渡

し
た
方
は
、譲
渡
所
得
の
確
定
申
告
が
必
要
で

す
。譲
渡
所
得
の
確
定
申
告
は
、甲
府
税
務
署

で
の
申
告
相
談
対
応
と
な
り
ま
す
の
で
、あ
ら

か
じ
め
ご
了
承
願
い
ま
す
。譲
渡
所
得
の
申
告

に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ
に
つ
い
て
も
甲
府

税
務
署
ま
で
お
願
い
し
ま
す
。

  

上
場
株
式
等
に
係
る

所
得
の
課
税
方
式
に
つ
い
て

　

納
税
通
知
書
が
送
達
さ
れ
る
日（
５
月
末
）

ま
で
に
、確
定
申
告
と
は
別
に
住
民
税
の
申
告

を
す
る
こ
と
に
よ
り
、所
得
税
と
異
な
る
課
税

方
式（
申
告
不
要
制
度
・
申
告
分
離
課
税
・
総

合
課
税
）を
選
択
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

  （
例
：
所
得
税
は
総
合
課
税
、住
民
税
は
申
告
不
要
制
度
）

　

申
告
不
要
制
度
を
選
択
し
な
い
場
合
は
、

　個人番号の記載と本人
確認書類の提示または写
しの添付が必要です。マイ
ナンバーカードをお持ち
でない方は、通知カードま
たは個人番号が記載され
た住民票の写しと身元確
認書類（運転免許証、在留
カードなど）を必ずお持ち
ください。

マイナンバーが
必要です

住
民
税
申
告
の
ご
案
内

所
得
税

確
定
申
告
の

ご
案
内

「
住
民
税
の
申
告
」が
必
要
な
方

申
告
を
し
な
い
と
次
の
こ
と
が

受
け
ら
れ
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す

年
金
収
入
の
あ
る
方
へ

住
民
税
の
住
宅
ロ
ー
ン
控
除

医
療
費
控
除

「
所
得
税
の
確
定
申
告
」が
必
要
な
方

　申告相談会場では、感染症の感染拡大防止の観点から、職員及び来場者の皆様の健康と安
全を考慮し、職員の手洗い、うがい、マスクの着用を実施しています。また、会場の換気、消
毒、密の回避に勤めています。（窓を開放しますので、暖かい服装でお越しください）
　申告相談会場へお越しいただく際は、感染防止拡大のため、次の事項についてお願いいた
します。
○検温・手指消毒・マスクの着用にご協力をお願いいたします。また、筆記用具、電卓、のり

等の持参をお願いいたします。
○申告相談会場には、アルコール消毒液を設置していますので、ご利用ください。
○発熱や咳などの風邪のような症状がある場合は、申告会場への入場をお断りする場合が

あります。（入り口での検温を実施いたします。37.5度以上の熱がある場合は入場をお
断りします）

○申告受付会場へ入場する方全員の氏名・連絡先を記入していただきます。
○スマートフォンをお持ちの方は、接触確認アプリ「COCOA」のインストールにご協力く

ださい。
○滞在時間短縮のため、事前に収支内訳書や医療費控除の明細書など、必要書類を整理し

て、持参してください。
○当日は受付で入場整理券を配布します。配布状況によっては受付を早めに締め切る場合

があります。

「
譲
渡
所
得
の
確
定
申
告
」は
税
務
署
へ

国
民
健
康
保
険
税
や
介
護
保

険
料
、後
期
高
齢
者
医
療
保
険

料
ま
た
医
療
費
の
窓
口
負
担

が
増
加
す
る
等
の
影
響
が
生

じ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
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国
土
交
通
大
臣
の
指
定
す
る
農
耕
作
業
用
自
動
車
に
農
耕
作

業
用
ト
レ
ー
ラ
が
指
定
さ
れ
た
事
に
伴
い
、小
型
特
殊
自
動
車
に

該
当
す
る
農
耕
作
業
用
ト
レ
ー
ラ
に
つ
い
て
は
、こ
れ
ま
で
償
却

資
産
と
し
て
固
定
資
産
税
の
課
税
対
象
で
あ
っ
た
も
の
が
、軽
自

動
車
税（
種
別
割
）の
課
税
対
象
に
変
更
と
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
改
正
に
よ
り
、一
定
の
条
件
を
満
た
し
公
道
走
行
が
可
能

な
農
耕
作
業
用
ト
レ
ー
ラ
は
、公
道
走
行
の
有
無
に
関
わ
ら
ず
ナ

ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト
の
取
得
が
必
要
で
す
。

○ 

農
耕
作
業
用
ト
レ
ー
ラ
に
該
当
す
る
も
の

農
耕
ト
ラ
ク
タ
ー
の
み
に
け
ん
引
さ
れ
る
ト
レ
ー
ラ
タ
イ
プ
の

農
作
業
機

（
例
）マ
ニ
ュ
ア
ス
ス
プ
レ
ッ
ダ（
堆
肥
散
布
機
）・ス
プ
レ
ー
ヤ（
薬

剤
散
布
機
）・
ロ
ー
ル
ベ
ー
ラ（
集
早
機
）・
ト
レ
ー
ラ（
運
搬
車
）

な
ど

○ 

手
続
き

①
令
和
３
年
度
償
却
資
産
申
告
の
際
に
、減
少
資
産
と
し
て「
農

耕
用
ト
レ
ー
ラ
」を
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

②
令
和
３
年
３
月
末
ま
で
に
昭
和
町
役
場
　
税
務
課
窓
口
に

て
、軽
自
動
車
税（
種
別
割
）と
し
て
申
告
し
、ナ
ン
バ
ー
を
取

得
し
て
下
さ
い
。年
税
額
は
１
台
に
つ
き
２
０
０
０
円
で
す
。

持
ち
物
は
、販
売
証
明
書
ま
た
は
譲
渡
証
明（
無
い
場
合
は
、車

名
・
車
台
番
号
を
写
し
た
写
真
を
印
刷
し
た
も
の
・
排
気
量

が
わ
か
る
も
の
）、印
鑑
、免
許
証
な
ど
の
身
分
証
明
書
で
す
。

※「
農
耕
作
業
用
自
動
車（
コ
ン
バ
イ
ン
・
ト
ラ
ク
タ
ー
・
田
植
機

等
で
乗
用
装
置
付
）」も
、道
路
走
行
の
有
無
・
中
古
な
ど
に
か
か

わ
ら
ず
ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト
の
取
得
が
必
要
で
す
。

問
い
合
わ
せ　
税
務
課　
（
☎
２
７
５-

８
２
６
５
）

　
「
金
婚
祝
金
制
度
」は
、金
婚（
結
婚
50
年
）を
迎
え
る
ご
夫
婦

に
対
し
、お
二
人
の
長
寿
の
お
祝
い
と
、長
年
に
わ
た
り
夫
婦
で

協
力
し
合
い
社
会
に
貢
献
さ
れ
て
き
た
労
を
ね
ぎ
ら
う
こ
と
を

目
的
に
祝
金
を
贈
る
制
度
で
す
。

　

制
度
の
利
用
は
申
請
が
必
要
と
な
り
ま
す
。お
二
人
の
金
婚

の
お
祝
い
に
、ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

○ 

対
象
者　
昭
和
46
年
４
月
１
日
～
昭
和
47
年
３
月
31
日
の

　

 

間
に
「
結
婚
」
さ
れ
た
ご
夫
婦
で
、
次
の
要
件
を
満
た
す
方

○ 

•
「
金
婚
記
念
日
」
以
前
か
ら
引
き
続
き
10
年
以
上
の
住

民
登
録
が
あ
る
こ
と

○ 

•
戸
籍
記
載
事
項
に
基
づ
き
結
婚
50
年
を
迎
え
ら
れ
た
ご

夫
婦
で
あ
る
こ
と

○ 

※
「
挙
式
日
」
で
は
な
く
戸
籍
上
の
「
婚
姻
日
」
が
基
準

と
な
り
ま
す
。
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

○ 

贈
呈
内
容　
祝
金
（
３
万
円
）

○　
申
請
方
法　
戸
籍
謄
本
、
印
鑑
、
通
帳
を
お
持
ち
の
う
え

　
　
　
　
　
　

福
祉
介
護
課
窓
口
で
お
手
続
き
く
だ
さ
い

○ 

申
請
期
限　
金
婚
記
念
日
１
カ
月
前
ま
で

○ 

支
給
予
定

［
前
期
］
11
月
（
4
月
～
9
月
に
金
婚
を
迎
え
る
ご
夫
婦
）

［
後
期
］
３
月
（
10
月
～
3
月
に
金
婚
を
迎
え
る
ご
夫
婦
）

問
い
合
わ
せ　
福
祉
介
護
課　
長
寿
社
会
係

（
☎
２
７
５-

８
７
８
４
）

県
及
び
市
町
村
に
お
い
て
、
や
ま
な
し
思
い
や
り
駐
車
区
画

利
用
証
を
交
付
し
て
お
り
ま
す
。
利
用
証
に
は
有
効
期
間
が
あ

り
ま
す
の
で
必
ず
ご
確
認
い
た
だ
き
、
有
効
期
間
の
満
了
を
迎

え
た
も
の
は
交
付
窓
口
へ
の
返
却
を
お
願
い
し
ま
す
。

※
利
用
証
の
有
効
期
間
が
満
了
を
迎
え
て
い
る
場
合
、
そ
の

利
用
証
を
用
い
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

有
効
期
間
が
満
了
を
迎
え
る
、
ま
た
は
既
に
満
了
を
迎
え
た

利
用
証
に
つ
き
ま
し
て
は
再
度
申
請
い
た
だ
く
こ
と
で
更
新
が

可
能
に
な
る
場
合
が
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
県
障
害
福
祉
課
、
ま

た
は
お
住
ま
い
の
市
町
村
役
場
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ　
県
福
祉
保
健
部
障
害
福
祉
課

（
☎
２
２
３-

１
４
６
０
）

　

詳
細
は
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
ご
確
認
い
た
だ
け
ま
す
。

https://w
w
w
.pref.yam

anashi.jp/shogai-fks/
tyuusyajou.htm

l

「
農
耕
作
業
用
ト
レ
ー
ラ
」が
軽
自
動
車
税

（
種
別
割
）の
対
象
に
変
更
と
な
り
ま
し
た

結
婚
50
年
を
お
祝
い
！

金
婚
祝
金
制
度
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

や
ま
な
し
思
い
や
り
駐
車
区
画

利
用
証
の
有
効
期
間
に
注
意
！

　２月１日（月）より、マイナンバー
カード（個人番号カード）を使っ
て全国のコンビニエンスストア等
にあるキオスク端末（マルチコピー
機）で、住民票の写しや印鑑登録
証明書などが取得できるようになりました。利用できるのは、昭和町に住民票がある方で、カー
ド取得時に設定した利用者証明用電子証明書の４桁の暗証番号の入力が必要です。
　マイナンバーカード（個人番号カード）をまだお持ちでない方は、今からでもぜひカード
の交付申請をご検討ください。

◆　交付できる証明書
•住民票の写し（１通　300 円）
•印鑑登録証明書（１通　300 円） ※印鑑登録している方のみ
•戸籍の証明書［戸籍謄

とう
本・戸籍 抄

しょう
本］（１通　450 円）

•戸籍の附票の写し（１通　300 円）
　　※戸籍の証明書・附票の写しは、本籍が昭和町の方のみ

◆　利用場所
全国のコンビニエンスストア等（セブン - イレブン、ファミリーマート、ローソンなど）
にあるキオスク端末（マルチコピー機）にてご利用いただけます。
※キオスク端末（マルチコピー機）の設置が無い店舗ではご利用できません

◆　利用時間
午前 6 時 30 分～午後 11 時

（年末年始［12/29 ～ 1/3］と定期保守点検などの休止日
を除く）

◆　コンビニ交付の特徴
•午前 6 時 30 分から午後 11 時まで、役場閉庁後でも取
　得できます。
•全国どこでも最寄りのコンビニ等で取得できます。
•周りの人の目に触れずに証明書を取得でき、機械の音声
　やアラームで取り忘れ防止を案内します。
•証明書には、偽造や改ざんを防止する高度な技術が施さ
　れています。

証明書のコンビニ交付が
始まりました！

【問い合わせ】　町民窓口課　町民係（☎２７５-８２６４）
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「
認
知
症
」
は
、
誰
も
が
か
か
る
可
能
性
の
あ
る
病
気
で
す
。
町
で
は
、
多
く
の
皆
さ
ん
に
認

知
症
を
知
っ
て
い
た
だ
き
、
当
た
り
前
の
病
気
と
し
て
認
知
症
に
寄
り
添
い
、
認
知
症
に
な
っ
て

も
笑
顔
で
年
を
重
ね
ら
れ
る
よ
う
、
認
知
症
に
関
す
る
情
報
を
ま
と
め
た
冊
子
『
認
知
症
ケ
ア
パ

ス
』
を
作
成
し
て
い
ま
す
。

　
「
認
知
症
ケ
ア
パ
ス
（
第
3.5
版
）」

で
は
、
認
知
症
の
進
行
状
況
に
応
じ

て
ど
の
よ
う
な
支
援
や
福
祉
サ
ー
ビ

ス
が
あ
る
か
の
情
報
を
更
新
し
、
新

た
に
ご
自
身
の
今
の
思
い
を
メ
モ
し

て
お
け
る
「
わ
た
し
の
こ
と
」
を
記

せ
る
ペ
ー
ジ
を
用
意
し
ま
し
た
。

　

最
近
で
は
、
コ
ロ
ナ
禍
で
自
宅
で
長
時
間
過
ご
す
こ
と
が

多
く
な
り
、
症
状
が
悪
化
し
た
り
、
不
安
が
募
る
方
も
増
え
て

い
ま
す
。
ご
家
族
や
知
人
の
認
知
症
が
気
に
な
る
、
認
知
症
に

つ
い
て
知
り
た
い
、
今
の
思
い
を
記
し
て
お
き
た
い
等
、
少
し
で

も
気
に
な
る
こ
と
が
あ
っ
た
ら
、
ぜ
ひ
お
手
に
取
っ
て
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
　
配
布
先

　
・
総
合
会
館　
福
祉
介
護
課
（
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
）、

　
　
役
場
本
庁
舎　
企
画
財
政
課
、
昭
和
町
社
会
福
祉
協
議
会

　
・
昭
和
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　
　

http://www.town.showa.yam
anashi.jp/guide/benri.php?id=386

　
問
い
合
わ
せ

　
　
福
祉
介
護
課　
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
（
☎
２
７
５­ -

４
８
１
５
）

昭
和
町
消
防
出
初
式

　
１
月
11
日
（
月
）、「
昭
和
町
消
防
出
初
式
」
が
昭
和
町
総
合
会
館
に
お
い
て
挙
行
さ

れ
ま
し
た
。

　
今
年
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
に
よ
り
、
感
染
拡
大
防
止
に
配
慮
し
て
規
模

縮
小
で
の
開
催
と
な
り
、
恒
例
の
消
防
団
員
に
よ
る
分
列
行
進
、
ポ
ン
プ
車
や
小
型
ポ

ン
プ
に
よ
る
色
水
放
水
は
行
わ
れ
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
消
防
活
動
に
貢
献
さ
れ
て
き
た

消
防
団
の
皆
様
の
各
種
功
労
章
の
表
彰
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

消
防
庁
長
官
表
彰

【
永
年
勤
続
功
労
章
】

　

本　

部　

副
団
長　

萩
原　

勝
彦

日
本
消
防
協
会
会
長
表
彰

【
精
績
章
】

　

第
３
部　

団

員　

岩
池　

誠

山
梨
県
知
事
表
彰

【
勲
功
章
】

　

本　

部　

副
団
長　

萩
原　

勝
彦

中
北
地
域
県
民
セ
ン
タ
ー
所
長
表
彰

　

第
３
部　

団

員　

依
田　

瑞
木

南
甲
府
警
察
署
長
並
び
に

山
梨
県
防
犯
協
会
南
甲
府
支
部
長
表
彰

　

第
１
部　

部

長　

松
本　

一
広

　

第
３
部　

乙
要
員　

武
井　

泰
志

　

第
12
部　

乙
要
員　

山
田　

克
也

　

第
１
部　

団

員　

小
林　

一
也

　

第
２
部　

団

員　

渡
辺　

隆
行

昭
和
町
長
表
彰

　

第
10
部　

部

長　

野
澤　

幸
介

　

第
２
部　

部

長　

手
塚　

玄
基

各
種
表
彰
者

（
敬
称
略
、
階
級
順
）

　

第
３
部　

部

長　

斉
戸　

政
宏

　

第
４
部　

部

長　

塩
田　

将
大

　

第
５
部　

部

長　

海
野　

広

　

第
６
部　

部

長　

佐
野　

大
鐘

　

第
８
部　

部

長　

内
藤　

章

　

第
９
部　

部

長　

松
澤　

和
宏

　

第
11
部　

部

長　

赤
池　

史
司

15
年
勤
続
表
彰

　

本　

部　

指
導
部
長　

伊
藤　

克
人

　

第
２
部　

団

員　

秋
山　

貴
伸

　

第
３
部　

団

員　

依
田　

瑞
木

10
年
勤
続
表
彰

　

第
８
部　

部

長　

内
藤　

章

　

第
１
部　

班

長　

小
林　

克
至

　

第
１
部　

団

員　

小
林　

功
二

山
梨
県
消
防
協
会
長
表
彰

【
表
彰
旗
】

　

昭
和
町
消
防
団

【
甲
種
功
労
章
】

　

第
２
部　

団

員　

秋
山　

貴
伸

【
乙
種
功
労
章
】

　

第
10
部　

部

長　

野
澤　

幸
介

　

第
２
部　

団

員　

中
澤　

公
一

　

第
３
部　

団

員　

今
福　

和
良

　

第
10
部　

団

員　

堀
之
内
政
樹

山
梨
県
消
防
協
会
甲
府
地
区
支
部
長
表
彰

　

第
１
部　

部

長　

松
本　

一
広

　

第
２
部　

団

員　

中
澤　

公
一

　

第
６
部　

団

員　

石
原　

卓

昭
和
町
消
防
団
長
表
彰

　

第
10
部　

班

長　

中
山　

幸
彦

　

第
２
部　

班

長　

酒
井　

隆
介

　

第
４
部　

班

長　

志
村　

佳
紀

　

第
５
部　

班

長　

上
田　

翔
太

　

第
６
部　

班

長　

立
川
日
出
樹

　

第
７
部　

班

長　

黒
沢　

広
志

　

第
８
部　

班

長　

堀
井　

勲

　

第
９
部　

班

長　

渡
辺　

雅
人

　

第
11
部　

班

長　

杉
本　

修

　

第
12
部　

班

長　

若
林　

俊

５
年
勤
続
表
彰

　

第
12
部　

甲
要
員　

河
住　

健
一

　

第
４
部　

甲
要
員　

荊
沢　

亮

　

第
６
部　

甲
要
員　

佐
野　

敦
史

　

第
７
部　

乙
要
員　

花
形　

裕
紀

　

第
８
部　

乙
要
員　

伊
藤　

雅
徳

　

第
９
部　

乙
要
員　

小
屋　

聖

　

第
11
部　

乙
要
員　

田
中　

淳

　

第
12
部　

乙
要
員　

玉
城　

克
司

　

第
10
部　

団

員　

降
矢　

将
里

　
コ
ロ
ナ
禍
の
中
、多
く
の
皆
さ
ん
に
とって
、外
出
や
人
と

の
交
流
の
機
会
が
減
って
い
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。ま
た
日

頃
、ご
家
族
の
介
護
を
し
た
り
、介
護
を
受
け
て
い
る
方

た
ち
は
、い
つ
も
以
上
に
家
族
以
外
の
人
と
触
れ
合
う
機

会
が
少
な
く
な
って
い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
？

　

こ
ん
な
と
き
だ
か
ら
こ
そ
、息
抜
き
や
、ど
こ
か
に「
想

い
」を
吐
き
出
す
こ
と
が
大
切
で
す
。町
で
は
、誰
で
も
気

軽
に
お
し
ゃ
べ
り
や
情
報
交
換
が
で
き
る
場
と
し
て「
言

い
っ
ぱ
な
し 

聞
き
っ
ぱ
な
し
カ
フ
ェ
」を
開
催
し
て
い
ま

す
。介
護
を
さ
れ
て
い
る
方
は
も
ち
ろ
ん
、介
護
を
受
け
て

い
る
方
や
、ご
興
味
が
あ
る
方
は
ど
な
た
で
も
参
加
で
き

ま
す
。こ
ん
な
と
き
だ
か
ら
こ
そ
、ぜ
ひ“
言
いっ
ぱ
な
し
！

聞
き
っ
ぱ
な
し
！
”で
リ
フ
レッ
シ
ュ
し
ま
せ
ん
か
？

　

な
お
、感
染
対
策
を
講
じ
て
開
催
し
て
い
ま
す
が
、事

前
予
約
制
で
個
別
相
談
で
き
る「
ミ
ニ
カ
フ
ェ
」も
あ
り
ま

す
の
で
、お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

日　
時

　

毎
月
第
４
金
曜
日

　
午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

　

※
時
間
内
は
出
入
り
自
由

　

※
状
況
に
よ
り
中
止
の
場
合
有

場　
所　
総
合
会
館

対　
象　
ど
な
た
で
も

参
加
費　
1
0
0
円（
お
茶
代
）

悩
ん
だ
ら
、困
っ
た
ら
、 

　
　
認
知
症
ケ
ア
パ
ス
あ
り
ま
す
‼

問
い
合
わ
せ　
福
祉
介
護
課　
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
（
☎
２
７
５­ -

４
８
１
５
）

こ
ん
な
時
だ
か
ら
こ
そ

「
言
いっ
ぱ
な
し 

　
聞
き
っ
ぱ
な
し
カ
フ
ェ
」
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▶町長と語らいのとき
　● お問い合わせください

（総務課 ☎275-8153）
▶消費生活無料相談（※）
　日時：２月12日（金）	

午前10時～正午
　場所：役場別棟2階 会議室(北)

（企画財政課 ☎275-8154）
▶行政相談（※）
　日時：２月17日（水）	

午後1時～３時
　場所：中央公民館2階 会議室

（企画財政課 ☎275-8154）
▶教育相談（※）＊正午～午後１時を除く
　日時：祝日を除く火・水・木の

午前9時～午後4時＊ 
　場所：中央公民館2階 相談室
　（町青少年育成カウンセラー

 ☎275-6951）
▶心配ごと相談
　日時：２月10日（水）
　　　午後1時30分～3時30分
　場所：社会福祉協議会で案内
　＊あらかじめご連絡ください
　（昭和町社会福祉協議会 

☎275-0640）
▶結婚相談
　● お問い合わせください　
　（昭和町結婚相談所 

☎275-1881）
▶障がい者相談支援センター
　　　　　  「 穂のか」出張相談（※）
　日時：２月12日（金）・26日（金）	

午前9時～正午
　場所：総合会館1階
　� （福祉介護課 ☎275-8784）
※印の相談は事前連絡不要です	
　直接会場にお越しください

▶ボカシつくり会
　日時：２月22日（月）
　　　　午後1時～
　場所：総合会館裏

（環境経済課 ☎275-8355）

▶町へのご意見箱（ひとりの声）
　ご意見など、町政についてお気
付きのことをお寄せください
◦ホームページ
　https://www.town.showa.
　yamanashi.jp/chosei/koe.php
◦郵送
　〒409-3880 昭和町押越542-2　
　　昭和町役場 総務課  宛

お知らせ

相 談 日

ご意見

※新型コロナウイルス感染症の影響を
考慮し、中止となる場合があります。

　事前にお問い合わせください。

山
梨
県
民
会
議 
育
成
指
導
表
彰

　

青
少
年
育
成
山
梨
県
民
会
議

よ
り
、
廣
瀬 
は
る
み
氏
（
上
河

東
二
区
）
が
「
育
成
指
導
表
彰
」

を
受
賞
さ
れ
、
令
和
２
年
12
月

３
日
（
木
）、
塩
澤
町
長
に
受
賞

報
告
の
た
め
来
庁
さ
れ
ま
し
た
。

　

廣
瀬
氏
は
、
平
成
18
年
度
よ

り
地
区
の
青
少
年
育
成
推
進
員

を
務
め
ら
れ
、
育
成
活
動
へ
の

指
導
・
助
言
を
す
る
な
か
、
先

進
的
な
取
組
と
し
て
地
区
に
立

ち
上
げ
た
「
青
少
年
部
会
」
は
、

今
年
度
で
４
年
目
を
迎
え
て
い

ま
す
。
平
成
26
年
度
・
令
和
元

年
度
に
は
育
成
会
長
も
兼
務
さ

れ
ま
し
た
。
ま
た
、
平
成
20
年

度
か
ら
青
少
年
育
成
昭
和
町
民
会
議
総
務
部
副
部
会
長
と
し
て
生
活
指

導
推
進
会
議
の
運
営
等
を
行
い
、
平
成
24
年
度
か
ら
は
同
会
議
の
青
少

年
部
会
副
部
会
長
と
し
て
道
徳
教
育
推
進
事
業
等
に
関
わ
る
な
ど
、
町

の
青
少
年
育
成
活
動
を
牽
引
す
る
役
割
を
担
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
の
昭
和
町
の
青
少
年
の
育
成
に
尽
力
い
た
だ
い
た
功
績
が

認
め
ら
れ
、
今
回
の
受
賞
と
な
り
ま
し
た
。

受賞者紹介

日
本
更
生
保
護
女
性
連
盟
会
長
表
彰

　

日
本
更
生
保
護
女
性
連
盟
よ

り
、
秋
山 

鶴
子
氏
（
西
条
二
区
）

が
会
長
表
彰
を
受
賞
さ
れ
、
令

和
２
年
11
月
13
日
（
金
）、
塩
澤

町
長
に
受
賞
報
告
の
た
め
来
庁

さ
れ
ま
し
た
。

　

秋
山
氏
は
、
平
成
11
年
か
ら

現
在
ま
で
20
年
以
上
に
わ
た
り

昭
和
町
更
生
保
護
女
性
会
の
会

員
と
し
て
活
動
さ
れ
て
お
り
、

刑
務
所
や
少
年
鑑
別
所
な
ど
の

施
設
に
対
し
、
手
作
り
し
た

「
母
の
鈴
」
を
贈
り
、
刑
務
所
で

は
出
所
す
る
方
に
手
渡
す
な
ど

の
活
動
を
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

平
成
14
・
15
年
に
は
昭
和
町
支
部
理
事
を
、
ま
た
、
平
成
16
年
か
ら
19

年
ま
で
二
期
に
わ
た
り
峡
中
地
区
会
長
を
務
め
ら
れ
る
な
ど
、
犯
罪
や

非
行
を
犯
し
て
し
ま
っ
た
人
の
立
ち
直
り
の
支
援
や
、
犯
罪
防
止
な
ど

の
社
会
貢
献
活
動
に
尽
力
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

　

永
年
に
わ
た
る
こ
れ
ら
の
功
績
が
評
価
さ
れ
、
今
回
の
受
賞
と
な
り

ま
し
た
。

▲ 受賞された秋山 鶴子 氏（左）

▲ 受賞された廣瀬 はるみ 氏（左）

　町では、令和３年４月１日に町制施行 50 周年を迎えるにあたり、記念誌、記念動画
を作成いたします。これらに使用する町内で撮影された写真と動画を募集いたします。

【募集期間】
令和３年 2月 8日（月）～ 令和３年４月３０日（金）

募集内容
　町制施行となった昭和 46 年から現在に至るまでの、後世に残したい風景、今はなき
町内の懐かしい風景、地域行事やお祭り、昔の暮らしや仕事風景、町の自然災害などの、
町内で撮影された写真・動画又は電子データ

応募資格
　どなたでもご応募いただけます。
　※保存状態や重複等により、すべての写真・動画を使用できない場合があります。

募集要領
　役場本庁舎 総務課の窓口で配布します。
　※町ホームページからダウンロードすることもできます。
　　町ホームページ　https://www.town.showa.yamanashi.jp/

応募方法
　応募用紙 ( ※ ) に必要事項を記入のうえ、郵送・持参またはメールで応募してください。
　※応募用紙は総務課に設置してあります。また、町ホームページからダウンロードす
　　ることもできます。応募の際の注意事項などの詳細は、募集要領をご覧ください。

応 募 先
郵送・持参 … 〒 409-3880　山梨県中巨摩郡昭和町押越 542-2　昭和町役場 総務課
電子メール …  soumu@town.yamanashi-showa.lg.jp

【問い合せ】　総務課（☎２７５－８１５３）
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成人おめでとうございます！
　１月 10 日（日）、「令和３年 第 74 回 昭和町成人式」が地域交流
センターにおいて挙行され、269 名の皆さんが成人を迎えました。
　式典には 169 名が参加し、あでやかな振

ふりそで
袖や真新

しいスーツに身を包んだ新成人が、気持ちを新た
に大人の仲間入りをしました。
　今年は新型コロナウイルスの影響もあり、手
指の消毒や体温チェックなど、感染防止策を徹
底して行われました。会場では、久しぶりに再
会した友達と語り合ったり記念写真を撮るなど、
成人の喜びを仲間と分かち合っていました。

（※撮影時に限り、マスクを外してもらっています）

▲ 新成人を代表して
　望月 海人さんが誓いの
　ことばを述べました▲ 代表して記念品を受け取った

　望月 海人さん と 藤島 爽名さん

▲ 

10
年
後
の
自
分
へ
宛
て
た

　

  

手
紙
を
入
れ
る
ポ
ス
ト
が

　

  

設
置
し
て
あ
り
ま
し
た

　令和３年１月、町内各地で拝賀式や小正月など
の新年の伝統行事が行われました。
　今年はいつもより静かなお正月となりました。
各地区では、なるべく密を避けたり時間を短縮す
るなど、工夫を凝らして行事を実施する様子が見
られました。
　獅子舞、どんどん焼き（どんど焼き）などで親
しまれる小正月の行事は、同じ昭和町内でも内容
も規模も様々です。そんな町の新年の様子を写真
でご紹介します。

昭和町のお正月

▲ 閉式後、新成人の皆さんも会場
　の片付けに協力してくれました！
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　学校給食センター（☎ 275-5306）　町立図書館（☎ 275-7860）　杉浦醫院
　町立温水プール（☎ 275-9811）　総合体育館（☎ 275-1115）　（☎ 275-1400）

教育委員会
関 係 施 設

　
「
仲
良
く
楽
し
く
」「
思
い
や
り
」「
笑

顔
」「
安
全
」「
あ
い
さ
つ
」「
ピ
カ
ピ
カ
」

「
元
気
い
っ
ぱ
い
」「
居
心
地
の
よ
い
」「
ふ

れ
あ
い
の
輪
」･･･

来
年
度
の
児
童
会
を

背
負
っ
て
立
つ
子
ど
も
た
ち
が
掲
げ
た

選
挙
公
約
の
キ
ー
ワ
ー
ド
で
す
。

　

来
年
度
の
児
童
会
長
・
副
会
長
を
選

出
す
る
児
童
会
役
員
選
挙
が
２
学
期
末

に
行
わ
れ
ま
し
た
。テ
レ
ビ
放
送
で
行
わ

れ
た
今
年
の
立
会
演
説
会
。候
補
者
と

責
任
者
は
ア
ピ
ー
ル
原
稿
を
暗
記
し
、カ

メ
ラ
の
向
こ
う
に
い
る
何
百
人
と
い
う

聞
き
手
を
意
識
し
な
が
ら
、自
分
の
公

約
を
一
生
懸
命
に
伝
え
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

　

い
つ
も
と
違
う
あ
の
空
気
、あ
の
雰
囲

気
、あ
の
緊
張
感
、あ
の
焦
り
、あ
の
冷

や
汗
、あ
の
達
成
感
、あ
の
満
足
感
、あ

の
充
実
感･･･

候
補
者
と
責
任
者
に
と
っ

て
は
、こ
の
体
験

が
貴
重
な「
経
験

知
」と
な
り
、「
目

に
は
見
え
な
い

力
」と
し
て
確
実

に
蓄
え
ら
れ
、ま

た
一
回
り
成
長

西
条
小
学
校

す
る
こ
と
が
で
き
た
と
思
い
ま
す
。

　

あ
の
勇
姿
に
頼
も
し
さ
を
感
じ
た
の

は
私
だ
け
で
は
な
い
と
思
い
ま
す
。来
年

度
も
き
っ
と
楽
し
い
学
校
に
な
る
こ
と

が
確
信
で
き
た
一
時
で
し
た
。

　

写
真
は
、休
み
時
間
に
短
な
わ
で
遊

ぶ
子
ど
も
た
ち

で
す
。休
み
時
間

は
授
業
時
間
に

匹
敵
す
る
ほ
ど

の
価
値
が
あ
る

学
び
の
多
い
時

間
で
す
。ど
う
し

て
も
辿
り
着
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
ゴ
ー
ル
が
な
く
、好

き
な
こ
と
を
自
由
に
で
き
る
時
間
は
、

ゆ
っ
た
り
と
時
間
が
流
れ
て
い
き
ま
す
。

　

と
か
く
能
率
よ
く
進
め
て
い
く
こ
と

が
教
育
の
中
で
は
優
先
さ
れ
ま
す
が
、子

ど
も
た
ち
に
と
っ
て
、そ
の
時
々
の
生
活

に
必
要
な
こ
と
を
あ
ま
り
切
り
詰
め
な

い
時
間
は
必
要
で
す
。何
年
も
か
か
っ
て

成
果
や
結
果
が
表
れ
る
の
が
教
育
で
す
。

　

休
み
時
間
の
子
ど
も
た
ち
の
生
き
生

き
と
し
た
笑
顔
は
、西
条
小
学
校
を
い
つ

も
活
気
づ
け
て
く
れ
る
原
動
力
に
な
っ

て
い
ま
す
。

　

二
年
生
が
、生
活
科
の
授
業
の
一

環
と
し
て
地
域
の
消
防
団
の
方
々
と

学
習
を
し
ま
し
た
。私
た
ち
の
安
全
・

安
心
を
支
え
て
く
だ
さ
っ
て
い
る
消

防
団
の
方
々
か
ら
日
常
の
活
動
を
ご

紹
介
い
た
だ
い
た
の
で
す
。学
校
に

到
着
し
た
消
防
車
に
、子
ど
も
達
は
、

夢
中
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。

　

こ
う
し
た
具
体
的
な
活
動
や
体

験
を
通
し
て
、身
近
で
働
い
て
い
る

人
々
の
存
在
を
子
ど
も
達
は
実
感
し

ま
す
。そ
し
て
、こ
の
体
験
が
、次
年

度
三
年
生
の「
消
防
や
警
察
の
し
ご

と
」と
い
う
社
会
の
仕
組
み
を
学
ぶ

学
習
に
生
き
て
い
く
の
で
す
。

　

本
校
は
県
教
育
委
員
会
よ
り「
英

語
教
育
改
善
プ
ラ
ン
推
進
事
業
」の

指
定
を
受
け
、押
原
中
・
甲
府
昭
和

高
校
と
連
携
し
つ
つ「
授
業
改
善
と

評
価
法
の
研
究
」を
行
っ
て
い
ま
す
。

12
月
中
旬
に
は
六
年
生
と
三
年
生
が

授
業
を
公
開
し
研
究
を
深
め
ま
し

た
。高
校
に
お
け
る
英
語
教
育
の
専

門
家
の
先

生
や
、新
聞

社
の
方
々
が

お
見
え
に
な

り
、授
業
を

参
観
さ
れ
ま

し
た
。

　

い
ず
れ
も
、「
子
供
達
の
主
体
性

や
学
習
意
欲
」「
授
業
者
の
授
業
の

工
夫
」な
ど
に
つ
い
て
高
い
評
価
を

い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

急
激
に
変
化
し
つ
つ
あ
る
社
会
の

グ
ロ
ー
バ
ル

化
に
応
じ
た

人
づ
く
り
を

目
指
し
、今

後
も
取
り
組

み
を
進
め
て

い
き
ま
す
。

大
切
な
こ
と
を
切
り
詰
め
な
い

ゆ
っ
た
り
と
し
た
時
間
を
大
切
に

●●●

●●●

◎
11
月
定
例
教
育
委
員
会
の
審
議

内
容（
12
月
承
認
の
概
要
）は
次
の

と
お
り
で
す
。

教
育
長
報
告
事
項

○
11
月
実
施
四
校
会
の
報
告
に
つ

い
て

○
土
曜
学
習
塾「
ほ
た
る
學
舎
」に

つ
い
て

○
新
就
学
児
童
、中
学
校
入
学
生
徒

数（
11
月
現
在
）に
つ
い
て

○
校
舎
増
改
築
等
に
つ
い
て

○
年
度
末
人
事
に
伴
う
日
程
に
つ

い
て

○
今
後
の
予
定
に
つ
い
て 

他

生
涯
学
習
課
報
告
連
絡
事
項

○
令
和
３
年（
第
74
回
）成
人
式
式

典
に
つ
い
て

○
主
な
事
業
報
告
と
事
業
予
定 

他

学
校
教
育
課
報
告
連
絡
事
項

○
12
月
補
正
予
算
お
よ
び
新
年
度

学
校
予
算
査
定
に
つ
い
て

○
令
和
２
年
度
昭
和
町
通
学
路
安

全
会
議
の
開
催
に
つ
い
て 

他

協
議
事
項

○
教
育
委
員
会
の
自
己
点
検
・
評

価
報
告
書
に
つ
い
て

○
就
学
援
助
費
支
給（
追
加
）認
定

に
つ
い
て

消
防
団
の
み
な
さ
ん
と

●●●

●●●

国
際
化
に
対
応
し
た

人
づ
く
り

●●●

●●●

昭和町教育委員会（☎ 275-3737)

まな

はぐく

おし
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　押原小学校（☎ 275-2053）　西条小学校（☎ 275-6100）　甲府昭和高校
　常永小学校（☎ 268-1111）　押原中学校（☎ 275-2040）　（☎ 275-6177）学 校

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大

防
止
の
た
め
に
四
月
に
予
定
さ
れ
て
い

た
修
学
旅
行
は
延
期
に
な
り
、実
施
の

可
否
に
つ
い
て
何
度
も
検
討
を
重
ね
て

き
ま
し
た
。保
護
者
会
を
開
き
、意
見
交

換
の
場
を
設
け
た
り
、ア
ン
ケ
ー
ト
で
生

徒
、保
護
者
の
意

見
や
思
い
を
聞
い

た
り
す
る
中
で
、

遅
い
実
施
と
な
り

ま
し
た
が
、11
月

17
日（
火
）、18
日

（
水
）に
実
施
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し

た
。訪
問
地
は
、感
染
症
の
心
配
が
大
き

い
関
西
方
面
か
ら
県
内
お
よ
び
長
野
方

面
に
変
更
し
ま
し
た
。

　
一
日
目
は
、富
士
急
ハ
イ
ラ
ン
ド
で
絶

叫
マ
シ
ン
な
ど
に
挑
戦
し
ま
し
た
。と
て

も
天
気
が
良
く
、テ
ー
マ
パ
ー
ク
内
を
歩

い
て
い
る
だ
け
で
も
た
い
へ
ん
気
持
ち
が

良
く
、本
当
に
素
敵
な
一
日
を
過
ご
す
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。夜
に
は
，諏
訪
湖
に

て
押
原
中
生
徒
の
た
め
に
打
ち
上
げ
て

く
れ
た
花
火
を
遊

覧
船
か
ら
鑑
賞

し
ま
し
た
。二
日

目
は
コ
ー
ス
別
の

見
学
で
松
本
城
、

旧
開
智
学
校
、善

光
寺
等
を
見
学

し
ま
し
た
。

　

最
初
で
最
後
の
修
学
旅
行

　
　
　
　
　
　
　

三
年 

草
野 

央
生

　

本
来
な
ら
ば
、一
学
期
中
に
行
わ
れ

た
修
学
旅
行
は
日
時
、期
間
、内
容
を
変

更
し
た
上
で
11
月
に
実
施
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。期
間
は
二
日
間
と
な
り
、

行
き
先
も
富
士
急
ハ
イ
ラ
ン
ド
や
諏
訪

湖
，松
本
城
な
ど
の
近
場
に
変
更
さ
れ

ま
し
た
。今
回
の
修
学
旅
行
の
ス
ロ
ー

ガ
ン
で
あ
る「Let's m

ake happy 

m
em
ories

」の
も
と
、学
習
よ
り
も
思

い
出
を
作
る
こ
と
に
力
を
入
れ
、数
少
な

い
行
事
の
一つ
だ
か
ら
こ
そ
全
力
で
楽
し

み
ま
し
た
。

　

今
年
は
、私
た

ち
だ
け
で
な
く
、

た
く
さ
ん
の
学
校

の
学
校
行
事
が

中
止
に
な
り
ま

し
た
。そ
の
よ
う

な
状
況
の
中
で
修

学
旅
行
を
実
施
で
き
た
の
は
、多
く
の

人
た
ち
の
協
力
が
あ
っ
て
こ
そ
だ
と
い

う
こ
と
を
忘
れ
て
は
い
け
な
い
と
思
い

ま
す
。先
生
方
だ
け
で
な
く
、保
護
者
の

方
々
や
地
域
の
方
々
の
支
え
が
あ
っ
て

こ
そ
の
も
の
で
す
。今
ま
で
の
楽
し
い
思

い
出
を
原
動
力
に

し
て
、こ
れ
か
ら

の
入
試
に
向
け

取
り
組
み
、残
り

少
な
い
中
学
校
生

活
を
充
実
し
た

も
の
に
し
て
い
き

た
い
で
す
。

思
い
出
に
残
る
修
学
旅
行

●●●

●●●

　

11
月
26
日
、12
月
３
日
と
昭
和
総

合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
キ
ャ
メ

リ
ア
の
皆
様
に
よ
る
町
内
小
学
校
巡

回
指
導
が
行
わ
れ
ま
し
た
。子
ど
も
が

様
々
な
運
動
遊
び
に
親
し
み
、楽
し
く

積
極
的
に
か
ら
だ
を
動
か
す
中
で
、心

身
と
も
に
元
気
に
成
長
し
て
い
く
た

め
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
一
環
で
の
開
催
で

し
た
。朝
早
く
か
ら
校
庭
に
準
備
さ
れ

た
数
々
の
グ
ッ
ズ
を
見
て
、登
校
中
の

子
ど
も
た
ち
は
目
を
輝
か
せ
て
い
ま

し
た
。45
分
の
指
導
の
中
で
聞
こ
え
る

子
ど
も
た
ち
の
歓
声
。

　
「
見
て
み
て
コ
ー
チ
。こ
ん
な
に
飛

ぶ
よ
」「
当

た
っ
た
！

１
０
０
点
」

授
業
後
は

「
ボ
ー
ル
」

を
よ
り
遠

く
に
投
げ

る
こ
と
が

で
き
る
よ

う
に
な
り

ま
し
た
。

　　

12
月
10
日
、本
年
度
は
保
護
者
だ

け
に
道
徳
の
授
業
を
公
開
し
ま
し
た
。

２
校
時
に
は
偶
数
学
年
、３
校
時
に
は

奇
数
学
年
と
分
散
し
た
形
と
し
ま
し

た
。「
自

分
を
見

つ
め　

よ
り
よ

く
生
き

る　

子

ど
も
の

育
成
」

を
テ
ー

マ
に
し

て
日
ご

ろ
取
り

組
ん
で

い
る「
特
別
の
教
科　

道
徳
」を
参
観

し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　　

例
年
11
月
に
は
、お
世
話
に
な
っ
た

地
域
・
保
護
者
の
皆
様
に
感
謝
の
気

持
ち
を
込
め
て
、「
Ｃ
Ｓ
感
謝
の
つ
ど

い
」を
開
催
し
て
い
ま
す
。本
年
度
は
、

コ
ロ
ナ
禍
の
中
の
対
応
と
い
う
こ
と
で

「
感
謝
の
気
持
ち
」を
お
手
紙
と
し
て

関
わ
っ
て
く
だ
さ
っ
て
い
る
方
々
に
郵

送
し
ま
し
た
。手
紙
が
届
い
た
方
か
ら

は
、お
礼
の
お
手
紙
や
電
話
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。直
接
来
校
し
て
く
だ
さ
っ

た
方
も
い
ま
し
た
。改
め
て
、地
域
に

支
え
ら
れ
て
い
る「
押
原
小
学
校
」だ

と
感
じ
ま
し
た
。こ
れ
か
ら
も
地
域
に

開
か
れ
た
学
校
、地
域
と
と
も
に
あ
る

学
校
を
め
ざ
し
、こ
れ
か
ら
も
取
り
組

ん
で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

教
育
委
員
会

常
永
小
学
校

押
原
中
学
校

押
原
小
学
校

見
て
み
て
！

　
こ
ん
な
に
飛
ぶ
よ

●●●

●●●

道
徳
授
業
公
開
を

終
え
て

●●●

●●●

Ｃ
Ｓ
活
動
に
感
謝
を

込
め
て

●●●

●●●

児
童
会
役
員
選
挙
活
動
で

育
つ
子
ど
も
た
ち

～
「
あ
の
○
○
」は
貴
重
な
経
験
知
～

●●●

●●●

▲ 消防車に大喜びの２年生

▲ ６年生 We all live on the earth.▲ ３年生 What do you want?
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図書館だより
Library Information
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No.129

  　

『 ぴちぱち　さくさく 』 『 おにぎりの文化史 
     おにぎりはじめて物語 』『 文豪が泊まった温泉宿 50 』

若菜ひとし・きよこ/作
ひさかたチャイルド

横浜市歴史博物館/監修
河出書房新社

週刊朝日編集部/著
朝日新聞出版

　ぴちぱち　さくさく　美味しそ
うなコロッケが今あがったばかり。
今日の夕食かな。表紙だけで子ども
たちは目が釘付けになるでしょう。
ぱらぱら　ぺたぺた　にぎにぎ　
美味しそうなオノマトペがたくさ
んでてきます。
　読み聞かせにもぴったりの一冊
です。

　日本人のソウルフード「おにぎり」。
その起源や歴史を、遺跡からの出土
物(炭化米塊)、弥生時代の炊飯実験、
江戸時代の文献や絵図など様々な方
面から探っていきます。
　“ふるさとおにぎり百選リスト”も
載っており、見るだけでも楽しめま
す。読めばきっとおにぎりが食べた
くなること請け合いです。

　若き国木田独歩が恋人と逃避行し
た「上会津屋」。川端康成が 10 年
間つけ払いで過ごした伊豆の「湯本
館」。文豪が宿泊した温泉宿を当時
のエピソードとともに紹介していま
す。
　皆さんも知っている山梨の温泉宿
にも、とても有名な作家が訪れてい
ますよ。

◦2月の休館日
1日（月）、8日（月）
	11日（木・祝日）、15日（月）
22日（月）、23日（火・祝日）
26日（金・月末整理日）

イベントのお知らせ

今月のおすすめ本

企画財政課　危機管理係（☎２７５-８１５４）

 

防
災
コ
ラ
ム
　
命
を
守
る

第
14
回

避
難
生
活
を

　
イ
メ
ー
ジ
す
る
③

避難所生活を考えよう
　前月号では避難所生活での食事について
覚えておいていただきたいことをご紹介し
ましたが、想像できたでしょうか？
　今回はご自身にとって欠かせないものの
備えについて、どのようなものがあるか考え
てみましょう。

想像してみよう　避難所での生活（必需品編）
　避難所には必ずしもご自身が必要とするものが揃っているとは限りません。
避難所生活に必要な非常食や毛布など、必要最低限のものしかありません。
　ご自身にとって必要なものがないと、避難所での生活は不便となります。どの
ようなものが必要になるのか想像してみましょう。次に挙げるものは一例です。

自分にとって
欠かせないもの…？

ワンポイント
　必要な物を考えるときは、関連して必要になるものも一緒に考えてみましょう！
　例えば、今回、例で挙げたように、入れ歯の場合は入れ歯を清潔に保つための洗浄剤、補聴器の
場合は予備の電池など。
※ただし、荷物が増えすぎると持ち出すときに大変ですので、持ち出すものは厳選しましょう！

　例として挙げた以外にも、ご自身や各家庭において欠かせ
ないものは異なります。
　女性では生理用のナプキンやスキンケア用品、ペットを
飼っている方の場合はエサなど。また、季節に応じて必要なも
のもあると思います。ご自身やご家庭でどのようなものが必
要になるか想像し、日頃から備えておきましょう。

　２月に開催を予定しておりました各イベントにつきまして、新型コロナウイルス感染症 
の影響を考慮し中止させていただきます。今後のイベントの開催につきましては、次号の 
図書館だよりをご確認ください。
　中止となるイベントは下記のとおりです。
　・「おはなし会」
　・「0,1,2 歳児のおはなし会」  
　・「ギターの調べ」
　・「春のおはなし会」
　・「文化講演会」
図書館の各イベントを心待ちにされていた皆さま、大変申し訳ございません。  
ご理解のほど、よろしくお願いいたします。

【各種イベント中止のお知らせ】

●薬（保険証・受給者証・おくすり手帳など）
　普段から薬を服用している方は、避難所にその
薬があるとは限りません。常備薬や処方薬を用意
しておきましょう。
　また、保険証・受給者証（お持ち
の方）の他にお薬手帳もセットに
して準備しておきましょう。

●眼鏡・使い捨てコンタクトレンズ
　普段からかけなれている眼鏡等がない
と、とても不便な生活となりますので、必
ず眼鏡を用意しておきましょう。
　また、予備のコンタクト
レンズや洗浄液の準備も
しておきましょう。

●補聴器
　補聴器を着けている方は、電池の
替えなども併せて用意
しておきましょう。

●乳幼児に必要なもの
　粉ミルクや哺乳瓶、離乳食、紙おむつ、
おしりふき、抱っこひも、母子手帳など、
お子さんに必要なものを用意しておきま
しょう。

●入れ歯
　入れ歯を使っている方は、
入れ歯がないと避難所で食
事をとることが大変になり
ます。必ず用意しておき
ましょう。
　あわせて洗浄剤も用
意しておきましょう。

入れ歯がないと
食べるのが大変
そうだな…
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※7月の粗大ごみの日は、23日（月）になります。当日の朝、昭和町総合体育館駐車場に出してください。
　粗大ごみは、指定ごみ袋に入らないものに限ります。それ以外のごみは、しっかりと分別して出しましょう！
※8月の粗大ごみの日は26日（月）です。当日の朝、総合体育館駐車場に出してください。
　粗大ごみは、指定ごみ袋に入らないものに限ります。それ以外のごみは、しっかりと分別して出しましょう！
※２月の粗大ごみの日は、22日（月）になります。当日の朝、昭和町総合体育館駐車場に出してください。
　粗大ごみは、指定ごみ袋に入らないものに限ります。それ以外のごみは、しっかりと分別して出しましょう！

問い合わせ
　環境経済課（☎275-8355）

環境
農政

かんきょうけいざい  つうしん NO.153

 

検
査
項
目

○
13
項
目

一
般
細
菌
、
有
機
物
等
、
大
腸
菌
群
、
Ｐ
Ｈ
値
、

硝
酸
性
及
び
亜
硝
酸
態
窒
素
、
味
、
鉄
及
び
そ
の
他
の

化
合
物
、
臭
気
、
塩
素
イ
オ
ン
、
色
度
、
カ
ル
シ
ウ
ム
・

マ
グ
ネ
シ
ウ
ム
等
（
硬
度
）、
濁
度
、
亜
硝
酸
態
窒
素

○
有
機
化
合
物

　
ト
リ
ク
ロ
ロ
エ
チ
レ
ン
、
テ
ト
ラ
ク
ロ
ロ
エ
チ
レ
ン

案　
　
件

　
　
ご
み
処
理
施
設
整
備
基
本
構
想

概　
　
要

　
　
　
山
梨
県
西
部
地
域
５
市
６
町
で
構
成
す
る
山
梨
西
部
広
域
環

境
組
合
が
整
備
す
る
、
令
和
13
年
度
よ
り
稼
働
予
定
の
新
た
な

ご
み
処
理
施
設
に
つ
い
て
、
基
本
的
な
方
向
性
を
定
め
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
策
定
す
る
も
の
で
す
。

募
集
期
間

　
　
令
和
３
年
２
月
８
日（
月
）
～
２
月
26
日（
金
）

閲
覧
方
法

　
　
組
合
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

　
　
　
　

h
ttp

://ysk
k
k
.jp

/

意
見
、
情
報
の
提
出
方
法

　
　
①
電
子
メ
ー
ル　

　
　
※
組
合
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
お
問
合
せ

　
　
　
フ
ォ
ー
ム
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　
　
②
Ｆ
Ａ
Ｘ　
０
５
５ｰ

２
４
４ｰ

５
３
０
２

　
　
③
郵　
送　
〒
４
０
９ｰ

３
８
３
３　

　
　
　
中
央
市
藤
巻
２
３
０
３ｰ

２　

　
　
　
山
梨
西
部
広
域
環
境
組
合
総
務
課
宛

問
い
合
せ

　
　
山
梨
西
部
広
域
環
境
組
合　
総
務
課

　
　
（
☎
２
４
４ｰ

５
３
０
１
）

地
下
水
水
質
検
査
の
結
果

～
22
箇
所
の
井
戸
を
検
査
し
、２
箇
所
が
不
適
合
～

山
梨
西
部
広
域
環
境
組
合

ゴ
ミ
処
理
設
備
整
備
基
本
構
想

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
の
募
集
に
つ
い
て

　

令
和
２
年
度
は
、
町
内
22
箇
所
で
井
戸
と
し
て
利
用
さ
れ
て
い
る
地
下
水

の
水
質
を
検
査
し
ま
し
た
。
結
果
、
町
内
の
２
箇
所
か
ら
水
質
基
準
に
不
適

合
と
の
判
定
が
出
さ
れ
ま
し
た
。
各
地
区
の
調
査
状
況
は
表
の
と
お
り
で
す
。

有
機
化
合
物
の
検
出
さ
れ
た
井
戸
は
、
引
き
続
き
検
査
を
行
う
予
定
で
す
。

対
象
と
な
る
世
帯
の
皆
さ
ま
に
は
、
調
査
へ
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

[単位 : 件]

検　査
箇所数

水質基準不適合
13項目 有機化合物

西 条 一 区 1 - -
西 条 二 区 4 - -
清 水 新 居 1 - -
西 条 新 田 2 - 1
押 越 3 - -
河 東 中 島 1 - -
紙 漉 阿 原 1 - -
築 地 新 居 4 1 -
飯 喰 - - -
河 西 1 - -
上 河 東 4 - -
上河東二区 - - -

合　計 22 2

竜王年金事務所 ☎278-1100 ／ 役場 町民窓口課 国保年金係 ☎275-8264

 シリーズ
その194国 民 年 金 年金は世代間の支えあい

年金について
もう一度考えてみませんか

　
昭
和
町
広
報
の
国
民
年
金
シ
リ
ー
ズ

の
今
回
は
、
国
民
年
金
保
険
料
の
納
付

方
法
の
種
類
を
紹
介
し
ま
す
。	

①
納
付
書
で
納
付

☆
現
金
で
通
常
納
付

　

日
本
年
金
機
構
か
ら
送
付
さ
れ
た
納

付
書
で
銀
行
、
信
用
金
庫
、
信
用
組
合
、

労
働
金
庫
、
農
協
、
郵
便
局
、
コ
ン
ビ

ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
な
ど
で
納
付
で
き
ま

す
。
納
付
書
に
記
載
の
納
付
期
限
ま
で

に
納
め
て
く
だ
さ
い
。（
納
付
期
限
は
、

法
令
で
「
納
付
対
象
月
の
翌
月
末
日
」

と
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
）

コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
な
ら
夜

間
、
土
・
日
・
祝
日
い
つ
で
も
納
付
で

き
ま
す
。
利
用
で
き
る
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン

ス
ス
ト
ア
は
納
付
書
の
裏
面
に
記
載
さ

れ
て
い
ま
す
。

○
申
込
先

　
申
込
は
特
に
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

☆
現
金
で
前
納
で
納
付

　

２
年
度
分
、
１
年
度
分
ま
た
は
６
カ

月
分
な
ど
の
一
定
期
間
の
保
険
料
を
ま

と
め
て
前
払
い
（
前
納
）
す
る
と
割
引

さ
れ
て
お
得
で
す
。
※
各
月
か
ら
年
度

末
ま
た
は
翌
年
度
末
ま
で
の
前
納
も
で

き
ま
す
。

○
申
込
先

　
年
金
事
務
所

☆
電
子
納
付

　

パ
ソ
コ
ン
や
携
帯
電
話
等
を
利
用
し

て
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
等
で
納
付
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

○
申
込
先

　
ご
利
用
の
金
融
機
関
（
金
融
機
関
と

の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
バ
ン
キ
ン
グ
契

約
が
必
要
と
な
る
た
め
。
利
用
の
可

能
不
可
・
契
約
方
法
等
も
事
前
に
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
）

☆
ペ
イ
ジ
ー
に
よ
る
納
付

　

納
付
書
に
記
載
さ
れ
て
い
る
「
収
納

機
関
番
号
」、「
納
付
番
号
」、「
確
認
番

号
」
を
ペ
イ
ジ
ー
（Pay-easy

）
対

応
の
Ａ
Ｔ
Ｍ
か
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
バ
ン

キ
ン
グ
の
画
面
に
入
力
す
る
だ
け
で
納

付
で
き
ま
す
が
、
対
応
す
る
金
融
機
関

が
限
ら
れ
て
い
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ

さ
い
。

◎
な
お
役
場
町
民
窓
口
課
国
保
年
金
係

で
は
納
付
書
の
発
行
、
納
付
書
で
の

現
金
納
付
は
で
き
ま
せ
ん
。
ご
了
承

く
だ
さ
い
。

②
口
座
振
替
で
納
付

納
付
書
で
納
付
で
は
な
く
口
座
振
替

で
の
納
付
も
可
能
で
す
。

通
常
の
口
座
振
替
の
振
替
日
は
翌
月

末
日
に
な
り
ま
す
。
末
日
が
金
融
機
関

の
休
業
日
に
あ
た
る
場
合
は
翌
営
業
日

と
な
り
ま
す
。

翌
月
末
日
の
振
替
で
は
な
く
、
当
月

末
日
振
替
の
「
早
割
」
に
す
る
こ
と
も

で
き
ま
す
。「
早
割
」
に
す
る
と
月
々

50
円
の
割
引
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
２
年
度
分
、
１
年
度
分
ま
た

は
６
カ
月
分
な
ど
の
一
定
期
間
の
保
険

料
を
ま
と
め
て
前
払
い
（
前
納
）
す
る

と
割
引
さ
れ
る
の
は
現
金
で
の
納
付
と

同
じ
で
す
が
、
口
座
振
替
の
方
が
割
引

額
が
多
く
お
得
で
す
。

前
納
を
申
し
込
む
場
合
は
期
限
が
あ

り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

○
申
込
先

　
金
融
機
関
ま
た
は
年
金
事
務
所
（
年

金
手
帳
ま
た
は
納
付
書
、
通
帳
ま
た

は
キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
、
通
帳
の
届

出
印
が
必
要
で
す
）

③
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
で
納
付

ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
で
納
付
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

毎
月
納
付
の
他
、
２
年
度
分
、
１
年

度
分
ま
た
は
６
カ
月
分
な
ど
の
前
納
も

で
き
ま
す
。
割
引
額
は「
①
納
付
書（
現

金
）
で
納
付
」
と
同
じ
で
す
。
前
納
を

申
し
込
む
場
合
は
、
こ
れ
も
期
限
が
あ

り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

「
早
割
」
の
利
用
は
で
き
ま
せ
ん
。

○
申
込
先

　
年
金
事
務
所
（
年
金
手
帳
ま
た
は
納

付
書
、
ご
利
用
す
る
ク
レ
ジ
ッ
ト

カ
ー
ド
、
被
保
険
者
と
カ
ー
ド
名
義

人
が
異
な
る
場
合
国
民
年
金
保
険
料

ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
納
付
に
関
す
る

同
意
書
が
必
要
で
す
）

④
口
座
振
替
・
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド

　
で
の
納
付
の
共
通
事
項

◎
口
座
振
替
・
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
で

の
納
付
を
申
し
込
ま
れ
た
場
合
、
開

始
ま
で
に
１
～
２
カ
月
程
度
か
か
り

ま
す
。
開
始
月
は
、
郵
送
で
連
絡
さ

れ
ま
す
。
そ
れ
ま
で
の
分
は
納
付
書

で
納
付
し
て
く
だ
さ
い
。

◎
口
座
振
替
ま
た
は
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー

ド
で
の
前
納
の
申
込
期
限
は
次
の
と

お
り
で
す
。

・ 

２
年
、１
年
、６
カ
月
（
４
～
９
月
分
）

　

前
納
の
場
合　

…
…
２
月
末
ま
で

・
６
カ
月
（
10
月
分
～
翌
年
３
月
分
）

　

前
納
の
場
合　

…
…
８
月
末
ま
で

⑤
各
納
付
方
法
の
共
通
事
項

◎
保
険
料
額
・
割
引
額
は
年
度
に
よ
っ

て
変
更
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
注
意

く
だ
さ
い
。

◎
役
場
町
民
窓
口
課
国
保
年
金
係
で
は

次
の
事
項
は
で
き
ま
せ
ん
。
ご
了
承

く
だ
さ
い
。

・
詳
細
な
納
付
状
況
の
照
会

・
年
末
調
整
、
確
定
申
告
用
の
控
除
証

　

明
書
（
納
付
額
の
証
明
に
な
る
も
の
）

　

の
発
行

※
詳
細
の
お
問
い
合
わ
せ
、
各
項
目
の

申
込
は
竜
王
年
金
事
務
所
（
☎
２
７
８

‐
１
１
０
０
）
ま
で
お
願
い
し
ま
す
。

詳
細
に
つ
い
て
は
日
本
年
金
機
構
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
確
認
で
き
ま
す
。

（https:/w
w
w
.nenkin.go.jp/

）

納
付
方
法
い
ろ
い
ろ　
国
民
年
金
保
険
料
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令
和
２
年
５
月
か
ら
行
い
ま
し
た
令
和
２
年

度
日
本
赤
十
字
社
会
員
増
強
運
動
に
つ
い
て
、

皆
様
の
ご
協
力
に
よ
り
、
２
２
９
万
７
５
０
０

円
も
の
会
費
を
納
入
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ご
協

力
い
た
だ
い
た
皆
様
に
は
、
心
よ
り
御
礼
申
し

上
げ
ま
す
。

　

納
入
い
た
だ
き
ま
し
た
会
費
に
つ
き
ま
し
て

は
、
日
本
赤
十
字
社
山
梨
県
支
部
へ
全
額
送
金

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
の
で
、
併
せ
て
ご
報

告
い
た
し
ま
す
。

日
本
赤
十
字
社
昭
和
町
分
区

　
町
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、各
種
講
座
や
趣
味
・
創
作
教
室
を
地
域
福
祉
セ
ン

タ
ー
の
会
議
室（
町
社
会
福
祉
協
議
会
内
）を
使
用
し
て
開
催
し
、生
き
が
い
づ
く

り
、外
出
機
会
の
促
進
を
図
っ
て
い
ま
す
。

　
令
和
２
年
12
月
に
は
感
染
症
対
策
を
十
分
に
行
い
な
が
ら
、次
の
講
座
や
教
室

を
開
催
し
ま
し
た
。

①
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
使
い
方
レ
ッ
ス
ン（
く
ら
し
ア
ッ
プ
！！
事
業
）

　
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
や
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
を
利
用
し
て
、離
れ

た
場
所
に
い
る
他
者
と
交
流
が
で
き
る「
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
」ア
プ
リ

ケ
ー
シ
ョ
ン
の
使
い
方
講
座
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
参
加
者
は
講
師
か
ら
一
つ
一
つ
丁
寧
に
操
作
を
教
わ
り
、画

面
を
通
じ
た
交
流
を
楽
し
み
な
が
ら
学
ん
で
い
ま
し
た
。

②
は
じ
め
て
の
ロ
ー
ズ
ウ
ィ
ン
ド
ウ（
社
協
カ
フ
ェ
事
業
）

　
ロ
ー
ズ
ウ
ィ
ン
ド
ウ
と
は
、大
聖
堂
に
あ
る
丸
い
ス
テ
ン
ド

グ
ラ
ス
の
美
し
さ
を
再
現
し
た
ペ
ー
パ
ー
ア
ー
ト
で
す
。

　
参
加
者
は
そ
れ
ぞ
れ
作
り
た
い
柄
と
色
を
選
び
、

ハ
サ
ミ
や
カ
ッ
タ
ー
を
使
っ
て
、決
め
ら
れ
た
模
様

に
切
り
取
る
な
ど
し
て
、作
品
を
２
日
間
か
け
て
完

成
さ
せ
ま
し
た
。

　
仕
上
が
っ
た
作
品
は
ど
れ
も
美
し
く
、参
加
者
も

大
変
満
足
し
た
様
子
で
し
た
。

町
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
皆
様
の
生
活
を

豊
か
に
す
る
講
座
や
教
室
を
開
催
し
て
い
ま
す！

皆
様
の
ご
要
望
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
！

　
町
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、今
後
も
講
座
や
教
室
を
企
画
し
て
い
き
ま
す
。

「
○
○
を
学
び
た
い
！
」「
△
△
を
作
っ
て
み
た
い
！
」な
ど
、ご
要
望
が
あ
り

ま
し
た
ら
町
社
会
福
祉
協
議
会
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、講
座
や
教
室
の
開
催
に
つ
い
て
は
、町
社
会
福
祉
協
議
会
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
や
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
公
式
ア
カ
ウ
ン
ト
、町
の
広
報
を
通
じ
て
周
知
し
ま
す

の
で
、ぜ
ひ
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

2月の予定 （時間・場所等は、社協までお問い合せください）

2月
 1日、8日
15日、22日

健康体操教室（運動指導事業）
※事前申し込み制

日
本
赤
十
字
社
会
員
増
強
運
動
へ

  

ご
協
力
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

社協のＬＩＮＥ公式アカウントの
友だち追加をお願いします！

　町社会福祉協議会では、日頃の事業や
開催される教室など、各種イベント情報
を発信することを目的として、ＬＩＮＥ
公式アカウントを運営しています。
　ＬＩＮＥアプリケーションを開き、
ホーム画面の「友だち追加ボタン」で下
のＱＲコードを読み取っていただくと、
友だち追加ができます。
　町社会福祉協議会の各種イベント情報
を、ぜひご確認ください。

LINE 公式アカウント　
QR コード→

企
画 

一
般
財
団
法
人 

里
仁
会（
☎
２
７
３

－

５
４
７
５
）

知
っ
て
お
こ
う
！ 

お
く
す
り
ア
レ
ル
ギ
ー “
や
く
し
ん
”

山
梨
大
学
医
学
部
附
属
病
院　
皮
膚
科 

助
教　
木
下 

真
直

多
く
の
方
が
毎
日
の
よ
う
に

薬
を
飲
ん
で
い
ま
す
。
病
院
で

は
日
々
た
く
さ
ん
の
薬
が
処
方

さ
れ
、
入
院
す
れ
ば
多
く
の
患

者
さ
ん
は
点
滴
治
療
を
受
け
ま

す
。
薬
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
副
作

用
が
あ
り
ま
す
が
、
ど
の
薬
剤
に
も
共
通
し
て
、

薬
ア
レ
ル
ギ
ー
“
や
く
し
ん
（
薬
疹
）”
を
起
こ

す
場
合
が
あ
り
ま
す
。

 

“
や
く
し
ん
（
薬
疹
）”
は
数
日
で
全
身
に
赤
い

発
疹
が
出
る
の
が
特
徴
で
す
。“
や
く
し
ん
（
薬

疹
）”
を
疑
っ
た
ら
、
で
き
る
だ
け
早
い
う
ち
に

皮
膚
科
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。
多
く
の
場
合
、

原
因
と
な
る
お
薬
を
的
確
に
中
止
す
る
こ
と
で
改

善
し
て
い
き
ま
す
。
し
か
し
、
一
度
お
薬
ア
レ
ル

ギ
ー
を
発
症
す
る
と
、
永
久
的
に
そ
の
薬
は
使
え

な
い
体
質
に
変
わ
っ
て
し
ま
い
ま
す
（
免
疫
）
の

で
、
今
後
医
療
を
受
け
る
上
で
注
意
が
必
要
に
な

っ
て
き
ま
す
。

言
う
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
が
、
患
者
さ
ん
ご
自

身
の
判
断
だ
け
で
「
こ
の
薬
は
合
わ
な
い
」
と
決

め
る
こ
と
は
お
勧
め
で
き
ま
せ
ん
。

皮
膚
科
医
は
、
患
者
さ
ん
が
ど
の
お
薬
を
ど
の

期
間
に
飲
ん
で
い
た
か
を
調
べ
、
皮
膚
の
状
態
を

詳
細
に
観
察
し
、
必
要
に
応
じ
て
血
液
検
査
や
薬

ア
レ
ル
ギ
ー
検
査
を
行
う
こ
と
で
、
的
確
に
“
や

く
し
ん（
薬
疹
）”か
否
か
を
診
断
し
て
く
れ
ま
す
。

ど
の
薬
が
原
因
な
の
か
も
は
っ
き
り
さ
せ
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
患
者
さ
ん
自
身
は
“
や
く
し
ん

（
薬
疹
）”
と
思
っ
て
い
て
も
、
実
は
「
お
薬
が
関

係
の
な
い
」“
じ
ん
ま
し
ん
”
だ
っ
た
り
“
湿
疹
”

で
あ
っ
た
り
す
る
こ
と

も
多
々
あ
り
ま
す
。
し

た
が
っ
て
、
医
師
の
適

切
な
診
断
が
大
事
に
な

り
ま
す
。

さ
て
、
薬
ア
レ
ル
ギ
ー
は
一
過
性
、
軽
症
で
済

む
も
の
が
多
い
の
で
す
が
、
稀
に
ス
テ
ィ
ー
ブ
ン

ス
・
ジ
ョ
ン
ソ
ン
症
候
群
、
中
毒
性
表
皮
壊
死
症

と
呼
ば
れ
る
重
篤
な
薬
ア
レ
ル
ギ
ー
を
発
症
す
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。

投
薬
に
よ
る
治
療
を
受
け
て
い
る
方
は
、
薬
の

説
明
文
書
を
よ
く
読
ん
で
み
て
く
だ
さ
い
。
ほ
と

ん
ど
の
薬
に
、
ス
テ
ィ
ー
ブ
ン
ス
・
ジ
ョ
ン
ソ
ン

症
候
群
、
中
毒
性
表
皮
壊
死
症
な
ど
と
呼
ば
れ
る

薬
ア
レ
ル
ギ
ー
の
病
名
が
書
か
れ
て
い
ま
す
。
こ

れ
ら
の
病
気
は
、
全
身
の
皮
膚
が
剥
け
、
眼
・
口

な
ど
の
粘
膜
が
溶
け
る
こ
と
で
、
失
明
な
ど
の
後

遺
症
や
、
最
悪
の
場
合
死
亡
す
る
可
能
性
も
あ
る

非
常
に
恐
い
病
気
で
す
。
山
梨
県
内
で
も
毎
年
数

名
ほ
ど
し
か
発
症
し
な
い
稀
な
病
気
で
す
が
、
ど

ん
な
薬
で
も
（
市
販
の
風
邪
薬
で
も
）、
誰
で
も

こ
の
重
篤
な
薬
ア
レ
ル
ギ
ー
を
突
然
発
症
す
る
危

険
性
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
重
篤
な
薬
ア
レ
ル
ギ
ー
は
、
軽
症
の
薬
ア

レ
ル
ギ
ー
と
一
見
見
分
け
が
つ
き
に
く
い
で
す
。

も
し
も
お
薬
を
飲
ん
だ
後
に
全
身
に
発
疹
が
出
て

き
た
ら
“
や
く
し
ん
（
薬
疹
）”
の
可
能
性
を
考
え
、

皮
膚
科
に
相
談
の
う
え
、
適
切
な
対
応
を
と
る
こ

と
が
大
事
に
な
り
ま
す
。

Healthみなさんの

健康 け
ん
こ
う

　今後も被害の発生が懸念される電話詐欺の3つの犯行手口
は、次のとおりです。ご家族や近所の方などに注意を促

うなが

してく
ださい。

【息子や警察官などをかたるオレオレ詐欺】
 ～ 電話の声だけで見破るのは困難！！～
　息子（娘）や孫、甥などになりすまし、「風邪を引いた。病院に行っ
た際に小切手が入ったカバンをなくした。警察から電話が行くか
もしれないから対応してほしい。」などとお金の話をせずに電話を
かけてきます。再度電話をかけてきて、「小切手は見つかったが、使
えなくしてしまった。」「すぐに支払いをしなければならず、現金が
必要。」「現金を用意してほしい。」などとお金を要求してきます。

【「還付金があります。」は詐欺】
 ～ ATMではお金は受け取れません！！～
　市役所や金融機関職員になりすまし、「医療費の還付金がありま
す。」「今日中にATMで手続きすれば受け取れます。」などと電話を
かけてきます。近くのATMへ手続きするよう指示し、知らないうち
に第三者の口座へ振り込みを行わせ、預貯金を奪ってきます。

【インターネット利用料金未納は詐欺】
 ～ SMSでの請求は詐欺！！～
　携帯電話に「ご利用料金の確認が取れておりません。本日中にご
連絡ください。」などというメッセージが届きます。あるいは、ウェ
ブサイト閲覧中に突然、「登録完了」などと表示されることもあり
ます。慌てて相手の連絡先に電話をかけると、有料サイト登録料な
どの名目で、ギフトカード（電子マネー）をコンビニで購入して支
払うよう指示されます。

問い合わせ　南甲府警察署　生活安全課（☎ 243-0110）

1 サイバー犯罪とは
・メールで、身に覚えのないサイトの登録料などを請求された
・インターネットショッピングで、料金を支払ったが商品が届かない
・掲示板やSNSで誹謗・中傷などのコメントを書き込まれた
・ゲームのアカウントが乗っ取られ、アイテムを売られてしまった
・IDとパスワードが不正に使用され、第三者の口座に不正送金されてしまった
　などのインターネットを利用した犯罪です。
２ サイバー犯罪の被害に遭わないために
　○ID・パスワードの管理
　IDとパスワードは、利用者本人であることを証明する大切な情報です。
・他人に知られないようにする
・容易に推測されるパスワードを使用しない
・パスワードのメモをディスプレイなど他人の目に触れる場所に貼らない
・同じパスワードを違うサイトでも使い回さない
　などの注意が必要です。また、IDからパスワードを推測されないよう、
全く違う文字列にしましょう。

　○不正侵入やウイルスの被害対策
　　今やパソコンやスマートフォンが日々の生活に欠かせないツールとな
　り、不正侵入や情報流出被害に遭う危険性が高くなっています。
・ファイアウォールやウイルス検知ソフト等を導入し、常に最新の状態にする
・信頼できる提供元以外のアプリケーションはインストールしない
・不審な電子メールや信頼性の低いサイトの閲覧等はしない
・不必要なインターネット接続状態を継続しない
・パソコン内に重要なデータを容易に保存しておかない
・２段階認証、２要素認証が可能な場合は設定しておく
詳しくは、山梨県警察ホームページもご確認ください！
https://www.pref.yamanashi.jp/police/kurashi/cyber/index.html

または、『山梨県警察　サイバー』で検索! !

電話詐欺の被害防止
〜被害の発生が懸念される3つの手口〜 『サイバー犯罪』に注意! !
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INFORMATION CORNER 

暮
ら
し
の
情
報

◉
広
報
誌
へ
の
ご
意
見
・
ご
感
想
お
待
ち
し
て
い
ま
す

　
〒
４
０
９
‐
３
８
８
０　
中
巨
摩
郡
昭
和
町
押
越
５
４
２
‐
２

　
　
　
昭
和
町
役
場　
企
画
財
政
課　
企
画
情
報
係　
宛

日
時　
①
２
月
17
日
（
水
）

　
　
　
　
午
後
５
時
30
分
～
７
時

　
　
　
②
２
月
28
日
（
日
）

　
　
　
　
午
前
９
時
～
正
午

場
所　
町
民
窓
口
課
（
４
番
窓
口
）

持
ち
物

　
・
交
付
通
知
書
（
ハ
ガ
キ
）

　
・
通
知
カ
ー
ド

　
・
運
転
免
許
証
や
パ
ス
ポ
ー
ト
等

の
顔
写
真
付
き
身
分
証
明
書

　
・
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
（
お
持

ち
の
方
の
み
）

予
約
期
間

　
［
①
・
②
共
通
］

　

２
月
１
日
（
月
）
～
16
日
（
火
）

そ
の
他

〇
必
ず
ご
本
人
が
来
庁
し
て
く
だ
さ
い
。

〇
事
前
予
約
制
に
な
り
ま
す
の
で
、
希

望
さ
れ
る
方
は
、
必
ず
町
民
窓
口
課

ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

〇
予
約
枠
に
限
り
が
あ
り
ま
す
の

で
、
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
ら

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
あ
ら
か
じ

め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

〇
予
約
が
な
い
場
合
や
持
ち
物
等
に

不
足
が
あ
る
場
合
は
、
受
付
・
交

付
が
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
ご
確
認

の
う
え
来
庁
し
て
く
だ
さ
い
。

〇
当
日
は
更
新
を
除
く
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
の
受
け
取
り
の
み
対

応
い
た
し
ま
す
。
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
交
付
以
外
の
住
所
変
更
・

自
動
交
付
機
を
除
く
証
明
書
の
発

行
等
の
業
務
は
受
付
で
き
ま
せ
ん

の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　
町
民
窓
口
課　
町
民
係

（
☎
２
７
５
‐
８
２
６
４
）

　
山
梨
県
内
で
働
く
労
働
者
に
適
用

さ
れ
る
最
低
賃
金
に
つ
き
ま
し
て
、

次
の
と
お
り
改
定
い
た
し
ま
し
た
。

●
山
梨
県
最
低
賃
金

　
時
間
額 

… 

８
３
８
円

　
（
効
力
発
生
日　
令
和
2
年
10
月
9
日
）

●
山
梨
県
電
子
部
品
・
デ
バ
イ
ス
・

　
電
子
回
路
、
電
気
機
械
器
具
、
情

　

報
通
信
機
械
器
具
製
造
業 

最
低

　
賃
金

　
時
間
額 

… 

９
１
４
円

　
（
効
力
発
生
日　
令
和
3
年
1
月
14
日
）

●
山
梨
県
自
動
車
・
同
附
属
品
製
造

　
業
最
低
賃
金

　
時
間
額 

… 

９
１
９
円

　
（
効
力
発
生
日　
令
和
3
年
1
月
14
日
）

※
詳
し
く
は
、
山
梨
労
働
局
賃
金
室

ま
た
は
最
寄
り
の
労
働
基
準
監
督

署
に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

　
山
梨
労
働
局
賃
金
室

（
☎
２
２
５
‐
２
８
５
４
）

　
甲
府
労
働
基
準
監
督
署

（
☎
２
２
４
‐
５
６
１
６
）

　
富
士
山
五
合
目
周
辺
に
お
い
て
自

然
解
説
や
自
然
保
護
の
啓
発
等
を
す

る
富
士
山
五
合
目
公
園
利
用
指
導
員

及
び
富
士
山
五
合
目
自
然
解
説
員
を

募
集
し
ま
す
。

募
集
人
員

　
富
士
山
五
合
目
公
園
利
用
指
導
員

　
［
５
名
程
度
］

　
富
士
山
五
合
目
自
然
解
説
員

　
［
20
名
程
度
］

勤
務
期
間

　
５
月
１
日
～
10
月
31
日
ま
で

　
（
事
務
局
の
要
請
に
応
じ
て
勤
務
）

勤
務
時
間

　
午
前
９
時
～
午
後
４
時
30
分

勤
務
地

　

富
士
山
五
合
目
総
合
管
理
セ
ン

タ
ー
及
び
富
士
山
五
合
目
周
辺

賃
金　
日
給 

７
４
５
０
円

　
※
交
通
費
の
支
給
は
あ
り
ま
せ
ん

締
め
切
り　
３
月
５
日
（
金
）

　
※
当
日
消
印
有
効

申
込
方
法　
申
込
書
に
必
要
事
項
を

記
入
し
、
書
類
を
添
付
の
う
え
、

郵
送
ま
た
は
持
参

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　
富
士
山
五
合
目
周
辺
公
園
利
用
協

議
会　
富
士
吉
田
市
外
二
ケ
村
恩

賜
県
有
財
産
保
護
組
合　
森
林
事

業
部　
森
林
環
境
課

　
（
☎
０
５
５
５
‐
２
２
‐
３
３
５
５
）

　

http://w
w

w
.onshirin.jp/

　
町
で
は
、
山
梨
県
弁
護
士
会
に
よ

る
無
料
法
律
相
談
を
次
の
と
お
り
実

施
し
ま
す
。
相
談
は
無
料
で
す
が
、

事
前
予
約
が
必
要
で
す
。

日
時　
２
月
21
日
（
日
）

　

 

午
後
１
時
30
分
～
４
時
30
分

　
（
30
分
毎
に
１
件
、
計
６
件
相
談
）

場
所　
役
場　
別
棟
会
議
室

定
員　
６
名
（
町
内
在
住
者
の
み
）

受
付
開
始　
２
月
８
日
（
月
）
～

　
（
平
日
、
午
前
９
時
～
午
後
５
時
）

そ
の
他

○
相
談
無
料
・
要
予
約

○
予
約
は
、
左
記
の
申
し
込
み
電
話

番
号
直
通
の
み
受
付

○
年
度
内
初
回
相
談
の
方
が
優
先

○
次
回
予
定
は
令
和
３
年
４
月
15
日（
木
）

※
相
談
内
容
ま
た
は
相
談
中
に
、
担

当
弁
護
士
が
相
談
内
容
に
対
し
て

利
害
関
係
が
あ
る
こ
と
が
判
明
し

た
場
合
、
相
談
を
中
止
す
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　
総
務
課　
法
制
係

（
☎
２
７
５
‐
８
１
５
３
）

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
時
間
外
・

休
日
の
受
け
取
り（
申
請
済
の
方
の
み
）

弁
護
士
に
よ
る
無
料
法
律
相
談

富
士
山
五
合
目 

公
園
利
用
指

導
員
及
び
自
然
解
説
員
の
募
集

山
梨
県
内
の
最
低
賃
金
が
改
定

さ
れ
ま
し
た

No.165
昭和町母子愛育会
事務局 いきいき健康課
　　（☎ 275-8785）

こんにちは!愛育会です!

  

第
10
期
男
女
共
同
参
画
推
進
委
員
募
集

No.196

昭
和

共
に

き
輝
け

活い
昭
和
町
男
女
共
同
参
画
推
進
委
員
だ
よ
り

き
生い

女ひ
と

と
男ひ
と

と
が
築
き
あ
げ
る
21
世
紀
の
ま
ち
づ
く
り

事
務
局　
企
画
財
政
課
（
☎
２
７
５

‐

８
１
５
４
）

　

昭
和
町
で
は
、平
成
15（
2
0
0
3
）年
に「
昭

和
町
男
女
共
同
参
画
基
本
計
画
（
共
に
生
き
活

き
輝
け
昭
和
）」
を
策
定
、平
成
23
（
2
0
1
1
）

年
に
「
男
女
共
同
参
画
推
進
条
例
」
を
制
定
し
、

誰
も
が
こ
の
ま
ち
に
住

ん
で
よ
か
っ
た
、
こ
の

ま
ち
に
住
み
た
い
と
思

う
ま
ち
づ
く
り
、
社
会

づ
く
り
を
目
指
し
、
取

り
組
み
を
推
進
し
て
き

ま
し
た
。

　

今
回
、
3
月
末
で
第

9
期
委
員
の
任
期
が
満

了
す
る
こ
と
に
伴
い
、

第
10
期
の
男
女
共
同
参

画
推
進
委
員
を
募
集
し

ま
す
。
推
進
委
員
会
で
は
、男
性
の
料
理
教
室
、

小
学
校
の
出
前
授
業
、
ふ
れ
あ
い
祭
り
の
ブ
ー

ス
の
出
店
、
講
演
会
等
の
活
動
を
行
っ
て
き
ま

し
た
。
日
ご
ろ
男
女
共
同
参
画
に
つ
い
て
感
じ

る
こ
と
を
話
し
合
い
、
推
進
活
動
の
企
画
・
運

営
を
一
緒
に
行
い
ま
せ
ん
か
。

◇
応
募
資
格

　
　

町
内
在
住
の
成
人
男
女
で
推
進
委
員
会
の

活
動
が
可
能
な
方

◇
任
期

　
　

令
和
３
年
４
月
１
日
～
令
和
５
年
３
月
31

日

◇
活
動
内
容

　
　

委
員
会
（
月
１
回
）
と
委
員
会
行
事
へ
の

参
加
、
男
女
共
同
参
画
事
業
の
実
施
な
ど

　
　
（
詳
し
い
内
容
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
）

◇
募
集
定
員
　
20
名

　
　
（
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
）

◇
締
め
切
り　
３
月
１
日
（
月
）

◇
申
し
込
み

　
　

任
意
の
用
紙
に
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
性

別
、
電
話
番
号
、
職
業
を
記
入
し
企
画
財

政
課
ま
で
提
出
（
様
式
自
由
、
電
話
で
の

申
し
込
み
も
可
）

◇
問
い
合
わ
せ

　
　

企
画
財
政
課　
企
画
情
報
係

（
☎
２
７
５-

８
１
５
４
）

　愛育会では、12 月正副班長会議で手洗いチェックを行い
ました。
　専用のクリームを手に塗り、普段と同じように手を洗い
ます。洗い残しを調べる機械を通して見ると、指の付け根、
爪の周り、関節の皺の中など、よく洗えていない箇所があ
ることがわかりました。
　感染症予防のため手洗いを念入りにしている昨今ですが、
まだまだ死角がいっぱいあることに気づかされました。
　皆さんも参考にしていただき、普段の手洗いに活用して、
今後の感染症予防に役立てていきましょう。

手洗いチェックでショック！

しっかり洗ったつもりでも ...

爪・親 指・指 間 は
洗い残しが多い箇
所 で す！意 識して
洗いましょう。

こんなに
洗い残しが⁉

ファイル名
「冬季広報用イラスト（白黒横長）-4.ai」

！
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INFORMATION CORNER  

暮
ら
し
の
情
報

◉
昭
和
町
公
式
ツ
イ
ッ
タ
ー
運
用
中
（https://tw

itter.com
/show

atow
n

）

ツ
イ
ッ
タ
ー
は
、
パ
ソ
コ
ン
や
携
帯
電
話
な
ど
で
利
用
で
き
ま
す
。

平
常
時
は
行
政
情
報
の
お
知
ら
せ
、
災
害
時
は
緊
急
情
報
な
ど
を
発
信
し
ま
す
。

日
時　
３
月
10
日（
水
）・11
日（
木
）

　
※
２
日
間
の
受
講
が
必
要

　
午
前
８
時
50
分
～
午
後
４
時
50
分

（
最
終
日
は
午
後
３
時
50
分
ま
で
）

場
所　
山
梨
県
自
治
会
館
（
甲
府
市

蓬
沢
一
丁
目
15
‐
35
）

　
山
梨
県
自
治
会
館　
1
階「
講
堂
」

定
員　
50
人
（
先
着
順
）

費
用　
４
０
０
０
円

受
付
期
間　

　
　
　

２
月
15
日（
月
）～
19
日（
金
）

　
　
　
午
前
９
時
～
午
後
４
時
30
分

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　
甲
府
市
伊
勢
三
丁
目
８
‐
23

　
甲
府
地
区
消
防
本
部

　
　
　
予
防
課　
査
察
企
画
係

　
　
　
　
（
☎
２
２
２
‐
１
２
８
４
）

　
甲
府
財
務
事
務
所
で
は
無
料
の
債

務
相
談
窓
口
を
開
設
し
て
い
ま
す
。

相
談
内
容
に
よ
り
解
決
の
た
め
の
助

言
を
行
い
、
必
要
に
応
じ
法
律
専
門

家
を
紹
介
し
ま
す
。
秘
密
は
厳
守
し

ま
す
。

受
付
時
間　
月
～
金（
祝
日
を
除
く
）

午
前
８
時
30
分
～
正
午
、
午
後
１

時
～
４
時
30
分

問
い
合
わ
せ

　
財
務
省
甲
府
財
務
事
務
所

　
　
　
　
　
　
　
債
務
相
談
窓
口

　
　
　
　
（
☎
２
５
３
‐
２
２
６
１
）

　
令
和
２
年
７
月
10
日
（
金
）
か
ら

全
国
の
法
務
局
（
遺
言
書
保
管
所
）

（
※
）
で
「
自
筆
証
書
遺
言
書
保
管

制
度
」
が
始
ま
り
、
ご
自
身
で
作
成

し
た
遣
言
書
を
法
務
局
（
遺
言
書
保

管
所
）
で
預
か
る
こ
と
が
で
き
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。（
※
全
国
で

３
１
２
カ
所
の
法
務
局
）

　
ご
自
身
で
作
成
し
た
遺
言
書
を
ご

自
宅
等
に
保
管
す
る
場
合
に
は
、
紛

失
や
破
棄
、
改
ざ
ん
等
が
心
配
さ
れ

る
と
こ
ろ
で
す
。
し
か
し
、
法
務
局

（
遺
言
書
保
管
所
）
で
お
預
か
り
す

る
こ
と
に
よ
り
紛
失
等
の
お
そ
れ
も

な
く
、
ま
た
、
誤
っ
て
他
人
が
遺
言

書
を
開
封
し
て
し
ま
う
こ
と
も
あ
り

ま
せ
ん
。

　
そ
の
ほ
か
、
法
務
局
で
保
管
し
て

い
る
遺
言
書
は
家
庭
裁
判
所
の
検
認

が
な
く
て
も
相
続
等
の
書
類
と
し
て

使
用
で
き
る
た
め
、
相
続
人
等
が
、

速
や
か
に
相
続
に
関
す
る
手
続
を
進

め
る
こ
と
も
可
能
で
す
。

　
す
で
に
自
筆
証
書
遺
言
書
を
作
成

さ
れ
て
い
る
場
合
は
、
そ
の
遺
言
書

を
お
預
か
り
す
る
こ
と
も
で
き
ま

す
。

　
た
だ
し
、
保
管
手
続
に
は
予
約
が

必
要
で
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

自
筆
証
書
遺
言
書
の
保
管
を
申
請
す

る
場
合
は
、
法
務
省
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
ご
予
約
い
た
だ
く
か
、
ま
た

は
、
申
請
す
る
法
務
局
（
遺
言
書
保

管
所
）
に
直
接
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　
手
続
の
詳
し
い
内
容
を
知
り
た
い

方
は
、
法
務
省
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
ま

た
は
、
申
請
す
る
法
務
局
（
遺
言
書

保
管
所
）
ま
で
お
間
い
合
わ
せ
願
い

ま
す
。

問
い
合
わ
せ

〇
法
務
省
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

http
://w

w
w

.m
o

j.go
.jp

/
M

IN
JI/m

inji03_00051.htm
l

〇
山
梨
県
内
の
遺
言
書
保
管
業
務
を

　
行
う
法
務
局

　
甲
府
地
方
法
務
局
供
託
課

　
　
　
　
　
　
（
遺
言
書
保
管
）

（
☎
２
５
２
‐
７
１
５
１
）（
代
）

　

高
齢
者
の
生
涯
学
習
の
場
で
あ

る
「
山
梨
こ
と
ぶ
き
勧
学
院
」
で

は
、
令
和
３
年
度
の
学
生
を
募
集
し

ま
す
。
新
た
な
生
き
が
い
づ
く
り
と

仲
間
づ
く
り
で
、
健
康
で
活
力
に
満

ち
た
、
地
域
に
貢
献
で
き
る
人
材
の

育
成
を
目
指
し
ま
す
。
シ
ニ
ア
の
生

涯
学
習
の
場
「
山
梨
こ
と
ぶ
き
勧
学

院
」で
学
び
ま
せ
ん
か
。
詳
し
く
は
、

町
教
育
委
員
会
の
窓
口
で
配
布
の
入

学
案
内
ま
た
は
募
集
要
項
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

出
願
受
付

　

２
月
１
日（
月
）～
３
月
15
日（
月
）

　
（
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
）

修
業
年
限　
２
年

　
（
１
年
間
で
25
講
座
実
施
）

講
座
日　
原
則 

火
曜
日

　
（
月
平
均
２
回
）

費
用　
１
万
６
０
０
０
円

問
い
合
わ
せ

　
山
梨
こ
と
ぶ
き
勧
学
院

　
　
　
　
（
☎
２
３
３
‐
６
９
４
７
）

INFORMATION CORNER 

暮
ら
し
の
情
報

◉
広
報
誌
へ
の
ご
意
見
・
ご
感
想
お
待
ち
し
て
い
ま
す

　
〒
４
０
９
‐
３
８
８
０　
中
巨
摩
郡
昭
和
町
押
越
５
４
２
‐
２

　
　
　
昭
和
町
役
場　
企
画
財
政
課　
企
画
情
報
係　
宛

　
令
和
３
年
４
月
１
日
か
ら
、
町
の

会
計
年
度
任
用
職
員
と
し
て
勤
務
し

て
い
た
だ
け
る
方
を
募
集
し
ま
す
。

（
パ
ー
ト
タ
イ
ム
会
計
年
度
任
用
職
員
）

募
集
職
種

●
看
護
師
ま
た
は
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー

　
（
認
知
症
対
応
の
で
き
る
方
優
先
）

●
介
護
保
険
認
定
調
査
員

　
（
認
知
症
対
応
の
で
き
る
方
優
先
）

●
放
課
後
児
童
支
援
員
（
要
資
格
）

●
家
庭
相
談
員
兼
連
絡
調
整
員

　
（
要
資
格
）

募
集
人
数　
各
職
種
と
も
若
干
名

採
用
期
間

　
令
和
３
年
４
月
１
日
か
ら

　
令
和
４
年
３
月
31
日
ま
で

　
（
職
種
に
よ
り
変
更
あ
り
）

※
任
用
か
ら
１
月
間
は
条
件
付
採
用

期
間
と
な
り
ま
す
。

応
募
資
格

　
地
方
公
務
員
法
第
16
条
に
該
当
す

る
方
は
応
募
で
き
ま
せ
ん
。

選
考
方
法　
書
類
審
査
及
び
面
接

応
募
方
法　
総
務
課
窓
口
へ
募
集
申

込
書
（
写
真
付
）
を
持
参
し
て
く

だ
さ
い
。
申
込
書
は
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま

す
。
総
務
課
で
も
お
渡
し
で
き
ま

す
。

募
集
期
間

　
令
和
３
年
２
月
１
日
（
月
）
～
18

日
（
木
）

※
平
日
の
午
前
８
時
30
分
～

　
　
　
　
午
後
５
時
15
分
ま
で

※
郵
送
の
場
合
は
２
月
18
日
（
木
）

必
着

問
い
合
わ
せ

　
総
務
課　
総
務
係

（
☎
２
７
５
‐
８
１
５
３
）

　
シ
ニ
ア
世
代
（
55
歳
以
上
）
と
企

業
と
の
合
同
就
職
面
接
会
を
開
催
し

ま
す
。

日
時　
２
月
９
日
（
火
）

　
　
　
午
後
１
時
30
分
～
４
時

　
　
　
（
入
場
時
間
指
定
）

場
所　
山
梨
県
地
場
産
業
セ
ン
タ
ー

か
い
て
ら
す　
3
階
大
ホ
ー
ル

対
象　
55
歳
以
上
の
方

参
加
費　
無
料

　
※
事
前
申
し
込
み
が
必
要
で
す
。

　
　
（
定
員
１
０
０
名
）

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　
や
ま
な
し
シ
ニ
ア
世
代

　
　
　
　
　
　
就
労
推
進
協
議
会

（
☎
２
２
３
‐
１
７
７
７
）

　
山
梨
県
司
法
書
士
会
で
は
、
２
月

の
１
カ
月
間
を
「
相
続
登
記
は
お
済

み
で
す
か
月
間
」
と
定
め
、
無
料
相

談
会
を
実
施
い
た
し
ま
す
。

　
司
法
書
士
が
相
続
・
遺
言
・
成
年

後
見
・
多
重
債
務
そ
の
他
の
相
談
に

応
じ
、
適
切
な
ア
ド
バ
イ
ス
を
行
い

ま
す
。

日
時　
２
月
21
日
（
日
）

　
午
後
１
時
～
４
時

場
所　
山
梨
県
立
図
書
館

そ
の
他　
相
談
無
料
・
要
予
約

問
い
合
わ
せ

　
山
梨
県
司
法
書
士
会
総
合
相
談
セ

ン
タ
ー
（
☎
２
５
３
‐
２
３
７
６
）

　
75
歳
以
上
の
方
の
医
療
費
の
お
知

ら
せ
に
つ
い
て
、
令
和
2
年
1
～
12

月
診
療
の
1
年
間
分
を
ま
と
め
て
令

和
3
年
2
月
末
に
発
送
い
た
し
ま

す
。

※
昨
年
度
ま
で
は
複
数
回
に
分
け
て

医
療
費
通
知
を
発
送
し
て
い
ま
し

た
が
、
医
療
費
控
除
の
申
告
を
さ

れ
る
方
の
利
便
性
向
上
の
た
め
、

年
１
回
に
回
数
を
変
更
し
ま
し

た
。

問
い
合
わ
せ

　
町
民
窓
口
課

　
　
　
後
期
高
齢
者
医
療
係

（
☎
２
７
５
‐
８
２
６
４
）

　
山
梨
県
後
期
高
齢
者
医
療

　
　
　
　
　
　
　
　
　
広
域
連
合

（
☎
２
３
６
‐
５
６
７
１
）

第
94
回
甲
種
防
火
管
理
新
規
講
習
会

　12月は、先月と比較すると
全体の収集量は約 20t 減の332t
となり、一世帯あたりの収集
量では先月と比べて 2 ㎏減の
37 ㎏となりました。引き続き
Reduce（リデュース＝ごみを
出さない）Reuse（リユース＝
ごみを再使用する）Recycle（リ
サイクル＝ごみを再利用する）
の再確認、生ごみの水切りや
ごみの分別を徹底し、ごみの
減量を心がけましょう！

国保ミニだより
　町が医療機関などに支
払った 12 月分の医療費は、
約 8,281 万 5 千円（前年同
月比 0.65% の増）です。
　 医療費の増加を抑えるには、
疾病の発生を未然に防ぎ、早期
発見・早期治療が大切です。規
則正しい生活習慣を身につけ、
医療費を大切に使いましょう。

排出量㎏

25

30

35

40

45

50

55

12月11月10月9月8月7月6月

39

34

39

常永地区押原地区西条地区

各地区一世帯当たりのごみ搬出量

※「ごみ排出量」は可燃ごみと不燃ごみの１カ月の合計です。アルミ缶などの資源は除きます。

防災一口メモ　自助に最も必要なのは家族との話し合い
　災害時に一番心配なのは、家族のことだと思います。自助にとって最
も必要なことは、家族との話し合いです。「何を話し合ったらいいのか」
のヒントをご紹介しますので、これらを参考に、家族に合った方法を見
つけていきましょう。
●何を？… テーマを決めて（家具転倒防止・安否確認の方法・備蓄 など）
●いつ？… ニュース速報が出た時や、防災に関する話を聞いた時 など
●誰が？… 家族が揃っているときに家族全員で
●どのように？… 家の内外のどこが危険か、これからどんな準備が必要
　か、家族とどのように連絡を取るか など

女性防災ネット昭和

文
芸
コ
ー
ナ
ー

俳
句

供く

げ花
百
余か

急
死
の
甥
の
星
凍
て
る

冬
近
し
通
所
拒
否
の
夫
介
助

小
澤
百
合
子

白
菜
の
浅
漬
け
旨
し
茶
漬
け
と
し

前
線
の
雨
を
誘
い
て
そ
ぞ
ろ
寒

井
口　

康
行

満
開
の
十
月
桜
空
青
く

落
葉
集
め
足
な
げ
だ
し
て
子
ら
あ
そ
ぶ

伊
東　

美
代

秋
冷
え
に
体
調
管
理
追
ひ
つ
か
ず

百
舌
鳥
の
声
五
感
に
響
き
背
伸
び
す
る

倉
島　

修
二

長
き
夜
の
ほ
ん
に
仲
良
し
犬
と
猫

よ
き
日
和
つ
づ
き
見
事
な
柿

簾
す
だ
れ

深
沢
モ
ト
子

◎
一
緒
に
「
俳
句
」
を
始
め
て
み
ま
せ
ん
か
？

　 

俳
句
部
で
は
皆
さ
ま
の
入
部
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

　
問
い
合
わ
せ　
昭
和
町
文
化
協
会 

俳
句
部

（
事
務
局  

生
涯
学
習
課  

☎
２
７
５

‐

８
６
４
１
）

あ
な
た
の
大
切
な
遺
言
書
を

守
り
ま
す

シ
ニ
ア
世
代
（
55
歳
以
上
）
の

合
同
就
職
面
接
会

「
後
期
高
齢
者
に
係
る
医
療
費
通
知
」

の
発
送
時
期
の
お
知
ら
せ

司
法
書
士
に
よ
る「
相
続
・
遺
言

・
成
年
後
見
」無
料
相
談
会

会
計
年
度
職
員
を
募
集
し
ま
す

こ
と
ぶ
き
勧
学
院　
学
生
募
集

返
し
き
れ
な
い
借
金
で
悩
ん
で

い
ま
せ
ん
か
？
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発
行
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山
梨
県
昭
和
町
役
場
　
　
編
集
／
企
画
財
政
課

〒
409-3880

山
梨
県
中
巨
摩
郡
昭
和
町
押
越

542-2
電
話
 055-275-2111

㈹
　
FAX 055-275-2109

U
RL　

https://w
w
w
.tow

n.show
a.yam

anashi.jp/
メ
ー
ル
　
kikaku@

tow
n.yam

anashi-show
a.lg.jp

公
式
ツ
イ
ッ
タ
ー
　
https://tw

itter.com
/show

atow
n

大募集

申し込み　企画財政課　企画情報係（☎ 275-8154）

広報昭和ではわが家のアイドルを大募集しています！
掲載者にはわが家だけ

4 4 4 4 4

の特別表紙をプレゼント。
ご自慢のお子さんのお写真をぜひ広報にお寄せください！

　コロナ禍で外食の頻度が減
り、家庭での食事が増えた昨
今、おうちごはんのメニューが
マンネリ化していることに困っ
ている方は多いと思います。で
も、変わった食材や調味料はど
う調理していいかわからない、
という方にもおすすめなのが、
ココナッツミルクです！季節の
お野菜と肉や魚を一緒に煮るだ
けでいつもと違った風味にな
り、タイやマレーシア等のアジ
アを感じることができます。上
級者はスパイスやハーブも足
してみるとより楽しめます。
ちょっと前にココナッツオイル
が流行りましたが、ココナッツ
ミルクも缶や紙パック、パウ
ダーの状態で売っているので、
ぜひお試しください♪

おうちごはんで旅行気分♪

◆ 作り方
①	白菜は一口大のざく切りにする。鶏もも肉は３㎝角に

切り、塩をもみこむ。玉ねぎはくし切り、赤ピーマンは
縦に細切り、にんにくは薄切りにする。

②鍋に油を熱し、中火で鶏もも肉を炒める。色が変わった
ら①の白菜以外の野菜を入れて軽く炒める。

③全体に油が回ったら、ココナッツミルク缶の上部に浮
いている白い油の部分を先に入れてよく混ぜ、なじん
だら缶の残りの液体とAを入れ弱火で沸騰させないよ
うにしながら野菜が柔らかくなるまで10分煮込む。

④白菜を入れ、芯の部分が柔らかくなるまで５分煮込む。
　☆パクチー、春菊を入れるのもおすすめです。

食育推進協議会事務局 
いきいき健康課（☎ 275-8785）

白菜と鶏もも肉のココナッツミルク煮あとがき
　

２
０
２
１
年
も
２
月
と
な
り
ま
し
た
。
1
月
半
ば

に
は
町
内
で
初
雪
が
見
ら
れ
る
な
ど
、
ま
だ
寒
い
日

が
続
き
ま
す
の
で
暖
か
く
し
て
過
ご
し
ま
し
ょ
う
。

　

今
月
の
表
紙
を
飾
る
の
は
、
１
月
10
日（
日
）に
挙

行
さ
れ
た
第
74
回
昭
和
町
成
人
式
で
の
一
枚
で
す
。

コ
ロ
ナ
禍
で
の
開
催
と
い
う
こ
と
で
、
感
染
防
止

策
を
徹
底
し
た
う
え
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
い
つ
も
よ

り
静
か
な
成
人
式
で
は
あ
り
ま
し
た
が
、
カ
メ
ラ
に

向
け
ら
れ
る
皆
さ
ん
の
眩
し
い
笑
顔
が
印
象
的
で
し

た
。
新
成
人
の
皆
さ
ん
が
進
む
未
来
が
輝
か
し
い
も

の
で
あ
る
よ
う
、
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。
成
人
お

め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
［ 

関
連
記
事
：
11
頁 

］ チャイルドシート
貸 与 事 業

利用料　無　料（１歳の誕生日の前日まで貸し出し）
対象者　町内に住所を有する１歳未満の子どもの保護者の方
問い合わせ　企画財政課　行政係（☎ 275-8154）

今回は
「押越区食生活改善推進員」から

◆ 材料（４人分）
 ＊白菜　……　1/4玉
 ＊鶏もも肉　……　１枚
 ＊ココナッツミルク缶…１缶
 ＊玉ねぎ　……　1/2個
 ＊赤ピーマン　…　1/2個

◆ 材料（４人分）
 ＊にんにく… …１かけ
 ＊砂糖… …… 大さじ1/2
 ＊ナンプラー… …大さじ１
 ＊塩、油……………適量

～ 今月は 「押越区食生活
改善推進員」からの

レシピです ～

A
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